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平成23年度　当初予算
特別会計 275億7,636万円
　　　　　 （水道事業会計を含む） 

総務課財政係　☎２３－３９００

平成23年度予算が決定
予算総額　５０４億８，６３６万４千円
　　前年度比　４億９,２８０万４千円（１.０％）増

一般会計予算　２２９億１，０００万円
　　前年度比　１億２,０００万円（０.５％）増

特別会計総額　２７５億７，６３６万４千円
　　前年度比　３億７,２８０万４千円（１.４％）増

　　　　　　　（水道事業会計を含む）

　介護保険事業特別会計で４億円増、国民健康保険

　事業特別会計で１億８,５００万円増などが主な要因

　平成２３年度においては、すべての事務事業につい

てゼロベースでの見直しを行い、限られた貴重な財

源を市民の皆さんが有効活用できるよう予算編成を

行いました。

　しかし、重要施策の実施により将来の公債費の増

嵩が見込まれるとともに、医療費、介護給付費など

社会保障経費も増加傾向にあるため、今後も厳しい

財政運営が予想されます。

　そのため、一般会計およびすべての特別会計にお

いて、持続可能な運営ができるよう健全な財政規律

の維持に努め、なお一層の財政基盤の強化を図り「観

音寺市総合振興計画」に掲げるまちづくりの実現を

目指します。

平成23年度の主な事業
新規

○新庁舎建設推進事業等　　　　　 　
　新庁舎・新市民会館の基本設計

○地域サロン活動支援事業　　　　　  　　

○離島介護サービス提供促進事業　　　　
　訪問介護サービス提供事業者へ航路交通費を補助

○同報系デジタル無線整備事業
　緊急避難等の情報周知のための無線設備の基本設計

○住宅用火災警報器給付取付事業　　

○耐震改修対策支援補助事業　　　　　
　民間住宅の耐震化促進（耐震診断・耐震改修費助成）

○地籍調査事業　　　　　　　　 　　

継続

○子ども医療費助成事業　　　　  　

○幼・小・中学校空調設備整備事業 　

○交流定住促進事業　　　　　　　　　

　住宅取得等奨励金制度の創設、空き家バンクの運営等

○元気地域商品券等発行補助事業　　 

○予防接種事業　　　　　　　　  　
　子宮頸がん・小児用肺炎球菌ワクチンを追加

○中部中学校校舎改築事業　　　　　

○伊吹地域漁港整備事業　　　　　　

○市道改築事業（出晴立野線他）　　

○ごみ減量化対策事業　　　　　　 　

一般会計 229億1,000万円

７２，２７５千円

４，２５０千円
１，４４０千円

１，４７０千円

６，８４８千円

４，２３６千円

４７，４５１千円

２５９，２９７千円

７３，２５５千円

７，００１千円

１１，０００千円

２３１，４８９千円

４０１，０３６千円

１０８，１７２千円

２９２，９３９千円

２４，９４３千円

一般会計目的別歳出予算

歳 出 項 目 予算額（千円） 増減率（％）

議 会 費 ３２９，４７６ ３７．０ 

総 務 費 ２，７２２，７６４ △１０．２ 

民 生 費 ７，７０２，３３８ １．４ 

衛 生 費 ２，４４４，３２２ ７．８ 

労 働 費 ３０，０００ ０．０ 

農林水産業費 ６５１，３８５ △１７．４ 

商 工 費 ５００，１５９ △４ ．６ 

土 木 費 １，６０２，４２４ △１８．８ 

消 防 費 ８３８，２６４ １．３ 

教 育 費 ２，８２２，２６１ １６．２ 

災 害復旧費 ５ ０．０ 

公 債 費 ３，２１８，７７０ ６．２ 

諸 支 出 金 １７，８３２ △４ ．５ 

予 備 費 ３０，０００ ０．０ 

合　　計 ２２，９１０，０００ ０．５ 

会　　　計　　　名 予算額（千円） 増減率（％）

 一　般　会　計 ２２，９１０，０００ ０．５ 

 特　別　会　計 ２５，１１１，２６７ １．４ 

競 輪 事 業 特 別 会 計 ９，７９３，０００ ０．４ 

国民健康保険事業特別会計 ７，９２０，０００ ２．４ 

国民健康保険伊吹診療所特別会計 ８５，０００ ０．０ 

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計  減　皆  止　廃

後期高齢者医療事業特別会計 ７９７，０００ △４ ．０ 

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 ４，９０９，０００ ８．９ 

介護予防サービス事業特別会計 ２１，５００ △１９．８ 

航 路 事 業 特 別 会 計 １０５，５００ ３．４ 

粟 井 財 産 区 特 別 会 計 １２，４９０ △９．０ 

粟 井 坂 瀬 山 林 特 別 会 計 ２０，７７７ △８．１ 

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 １，３９２，０００ △１５．５ 

農業集落排水事業特別会計 ５５，０００ ２５．０ 

 水　道　事　業　会　計 ２，４６５，０９７ １．５ 

予　　算　　総　　計 ５０，４８６，３６４ １．０ 

各 会 計 別 予 算
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どんな予算編成？
一般会計歳入

　市税は、市内主要企業の業績回復により法人市民税

の増収が見込まれることから、前年度比９,２０５万円（１.１

％）増の８２億２０４万円を計上しています。このうち街

路事業、下水道事業などに充てる都市計画税は、２億

５,６５４万円を見込んでいます。

　地方交付税は、前年度と同額の５５億５,０００万円を見

込んでいます。

　市債は、学校教育施設の整備などのため、前年度比

１億３００万円（４.９％）増の２２億７２０万円を計上して

います。なお、平成２３年度末での市債残高は３３３億

３,４３４万円を見込んでいます。

　財源不足を補うため、財政調整基金などから６億

５,９０４万円を取り崩し、平成２３年度末での基金残高は

５６億５１６万円の見込みになりました。

一般会計歳出

　人件費・扶助費・公債費を合算した義務的経費は

１１６億２,８９１万円で、一般会計予算の５０.８％を占め、

前年度比４億２,４３６万円（３.８％）増になりました。

子ども手当の上積みによる扶助費の増加に加え、公

債費・人件費についても増加したことなどが主な要

因です。

　道路や施設の整備にかかる投資的経費は、１６億

１,３１７万円で前年度比１億２,５３７万円（７.２％）減

になっています。これはまちづくり交付金事業、柞

田幹線水路排水改良事業などの事業終了が主な要因

です。

　その他経費については、前年度比１億７,８９９万円

（１.８％）減の９６億６,７９２万円になりました。このう

ち物件費は、市有施設現況調査、地籍調査の実施の

ため前年度比３億５,３７４万円（１１.２％）増になって

います。繰出金は、公共下水道事業特別会計への繰

出金の減少により９,３９６万円（４.２％）減になりま

した。

用語解説

一般会計＝福祉や教育、建設などの一般的な事業に使わ

れる予算　特別会計＝特定の事業を行う場合または特定

の収入で事業を行う場合に、経理を他の会計と区別する

必要があるため、法律や条例に基づいて設置している会

計　地方交付税＝一定水準の行政サービスを提供できる

よう国から配分されるもの　市債＝市の長期の借入金　

財政調整基金＝年度間の財政不均衡を調整するため設け

ている基金　公債費＝市が借り入れた市債の元金および

利子の支払いに要する経費　扶助費＝生活保護費や子ど

も手当、高齢者医療、子ども医療費助成などに要する経

費　物件費＝賃金、旅費、委託料、備品購入費など消費

的性質の経費

　市が１年間に行う事務事業の予算が分かる「平成

２３年度一般会計予算書及び予算に関する説明書」「平

成２３年度特別会計予算書及び予算に関する説明書」

は、本庁総合案内所や大野原支所、豊浜支所で閲覧

できます。

　また、予算の概要は市ホームページで

公開しています。

市税
82億204万円 
35.8%

繰入金　　　
6億5,904万円  2.9%     

分担金,負担金,使用料,手数料   
6億9,736万円   3.1%

財産収入,寄附金,繰越金
1億937万円   0.4%諸収入

5億2,091万円
2.3%

地方交付税
55億5,000万円 

24.2%

国庫支出金
24億1,678万円 

10.5%

県支出金
14億8,020万円 

6.5%

市債
22億720万円 

9.6%

その他
10億6,710万円 

4.7%

歳入
229.1億円

依存財源
56.0%

自主財源
44.0%

義務的
経費
50.8%

投資的
経費
7.0％

その他
42.2%

人件費
43億1,861万円 

18.8%

扶助費
40億9,153万円 

17.9%

公債費
32億1,877万円 

14.1%

普通建設事業費
災害復旧費

16億1,317万円 
7.0%

物件費,維持補修費
36億9,308万円

16.1%

補助費等
31億9,000万円 

13.9%

繰出金
21億2,692万円 

9.3%

積立金, 投資及び出資金,予備費
2億7,742万円 　1.2%

貸付金
3億8,050万円 

1.7%

歳出
229.1億円
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　東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を

支
援
す
る
た
め
の
義
援
金
や
救

援
物
資
の
提
供
に
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　お
預
か
り
し
た
義
援
金
や
救

援
物
資
は
、
被
災
地
の
復
興
に

役
立
て
る
た
め
、
日
本
赤
十
字

社
香
川
県
支
部
や
自
衛
隊
へ
受

け
渡
し
ま
し
た
。

　な
お
、
募
金
箱
は
当
分
の
間

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

義
援
金
（
３
月
３１

日
現
在
）

　

 

２
、７
４
３
、０
３
４
円

皆
さ
ん
の
温
か
い
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

救援物資　（４月８日現在）

品　　目 数　　量 提供人数

毛　　　布 ２８３ 枚 ８８

おむつ（幼児用・大人用） ２０，４１９ 枚 １３８

バスタオル １,２１５ 枚 １６７

飲　料　水 ９２２ ℓ ５０

保存食

カップめん ７９ 個 ７

レトルトパック ５５７ 個 ５

缶・瓶詰め １５２ 個 ２０

うどん・素麺 ２,７８４ 食 ２

菓　子 ２０２ 個 ３

その他 ２ 個 １

粉ミルク ５９ 缶 ３０

支
援
し
ま
す　

住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

○

市
内
に
自
ら
居
住
し
て
い
る

住
宅
の
所
有
者
で
、
住
宅
の

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事

を
行
お
う
と
す
る
人

○
所
定
の
税
金
を
納
め
て
い
る
人

要
件

○

昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に

着
工
し
た
一
戸
建
・
長
屋
建
・

併
用
住
宅
（
住
宅
の
用
に
供

す
る
部
分
が
過
半
以
上
）

○

建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ

く
違
反
が
な
い
こ
と

○

耐
震
診
断
で
、
倒
壊
の
危
険

性
が
高
い
、
ま
た
は
危
険
性

が
あ
る
と
さ
れ
た
住
宅

○

耐
震
改
修
工
事
の
後
、
引
き

続
き
そ
の
住
宅
に
住
む
こ
と

な
ど

補
助
内
容

○

耐
震
診
断
＝
耐
震
診
断
に
要

　し
た
費
用
の
３
分
の
２
（
た

だ
し
限
度
額
６
万
円
）

○

耐
震
改
修
工
事
＝
耐
震
改
修

工
事
に
要
し
た
費
用
の
２
分

　の
１
（
た
だ
し
限
度
額
６０
万
円
）

　（
耐
震
改
修
工
事
は
、
市
内

　に
営
業
所
を
有
す
る
事
業
者

　が
施
工
す
る
場
合
に
限
る
）

注
意　改

修
を
行
お
う
と
す
る
人
は

事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

建
築
課

　☎
２３

−

３
９
４
２

登
録
の
仕
方

①en
try

@
city

.k
an

on
ji.lg

.jp

　へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
可
能
）

②
「
観
音
寺
市
ホ
ッ
と
メ
ー
ル

受
付｣

と
い
う
メ
ー
ル
が
届
く

注
意
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
な
ど
で

受
信
拒
否
設
定
を
し
て
い
て

返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
人

は
「city

.k
a
n
o
n
ji.lg

.jp

」

の
ド
メ
イ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル

を
受
信
可
能
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
メ
ー
ル
本
文
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
接

　続
し
て
登
録
画
面
が
表
示
さ

れ
た
ら
「
利
用
規
約
」
を
確

認
後
、
配
信
を
希
望
す
る
情

報
を
選
択
。
「
登
録
完
了｣

の

メ
ー
ル
が
届
き
登
録
完
了
。

利
用
上
の
注
意

○

配
信
し
た
メ
ー
ル
に
返
信
は

で
き
ま
せ
ん
。

○

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し

た
場
合
は
、
再
度
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。

○

登
録
さ
れ
た
利
用
者
情
報
は
、

個
人
情
報
保
護
法
な
ど
で
守

ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　
　
　
　
　Ｆ

２３

−

３
９
２
０

　

kikaku
@

city
.kan

on
ji.lg.jp

　携
帯
電
話
な
ど
の
メ
ー
ル
機
能
を
利
用
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
避
難
情
報

や
学
校
、
イ
ベ
ン
ト
、
育
児
に
関
す
る
こ
と
な
ど
利
用

者
が
希
望
す
る
項
目
を
選
択
し
、
登
録
す
る
こ
と
で
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　登
録
は
無
料
で
す
が
、
配
信
の
登
録
や
変
更
、
削
除
、

メ
ー
ル
の
送
受
信
な
ど
に
か
か
る
パ
ケ
ッ
ト
代
や
通
信

料
は
利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

観
音
寺
ホ
ッ
と
メ
ー
ル
に

　
　

登
録
し
て
く
だ
さ
い
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観音寺港護岸
一の谷川護岸

△最大津波水位  ２.９m
△朔望平均満潮位  ２.１m

△東京湾平均海面　海抜０ｍ

３.７５ｍ ３.３４ｍ
▽ ▽

想定される
最大津波高
０.８m

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

災
害
時
の
人
権
シ
リ
ー
ズ

　１

１

　怖
い
地
震

と
き
に
は
、
す
べ
て
の
人
が
自

分
の
こ
と
と
し
て
被
災
者
の
苦

難
に
思
い
を
は
せ
、
被
災
し
た

地
域
と
被
災
者
の
生
活
再
建
の

た
め
に
、
迅
速
に
救
援
の
手
を

差
し
の
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

風
評
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

正
確
な
情
報
の
も
と
で
義
援
金

や
物
資
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

災
害
援
助
に
携
わ
っ
て
い
る
人

た
ち
の
労
苦
に
感
謝
し
、
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
一
刻
も
早

い
復
興
を
目
指
し
た
い
も
の
で

す
。

　「
地
震
、
雷
、
火
事
、
お
や

じ
」
と
、
昔
か
ら
地
震
は
怖
い

も
の
の
一
番
に
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
古
来
よ
り
日

本
に
多
く
の
大
地
震
が
発
生
し
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
き

た
か
ら
で
す
。

　特
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

や
３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
被
害
は
甚
大
な
も

の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
震

が
起
こ
る
と
、
私
た
ち
の
幸
せ

な
生
活
は
一
瞬
の
う
ち
に
吹
き

飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
地
震
災

害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
私
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　今
回
の
地
震
に
つ
い
て
海
外

メ
デ
ィ
ア
は
「
日
本
に
は
人
間

の
連
帯
が
今
も
存
在
し
て
い
る
。

他
の
国
な
ら
、
こ
う
し
た
状
況

下
で
起
こ
り
得
る
混
乱
や
暴
力
、

略
奪
な
ど
の
報
道
が
な
い
」「
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
る
人
は
い
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
な
す
べ
き

こ
と
に
集
中
し
、
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
た
」「
み
ん
な
が
冷
静

に
秩
序
だ
っ
て
行
動
し
て
い
た
」

な
ど
、
日
本
の
社
会
秩
序
や
助

け
合
い
の
精
神
を
称
賛
し
ま
し

た
。　こ

う
し
た
災
害
が
発
生
し
た

おめでとう
　　　ございます

平成２２年度
　　人権作品優秀賞

三豊中３年
時澤　果穂さん

豊浜小６年
古本　実沙さん

東
南
海
・
南
海
地
震
の
津
波
対
策

　東
日
本
大
震
災
で
は
、
沿
岸
部
で
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
多
く
の
方
に
心
か
ら
お

悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一
刻
も
早
い
復
旧
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　近
い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震

で
は
、
本
市
で
も
津
波
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
津
波
・
高

潮
対
策
整
備
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
護
岸
整

備
を
進
め
て
お
り
、
観
音
寺
港
は
平
成
２２
年
度
に
最
大
津
波
水

位
よ
り
高
い
護
岸
施
設
の
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
一
部
未

整
備
個
所
に
つ
い
て
も
、
順
次
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
の
津
波
予
想

　（
香
川
県
南
海
地
震
被
害
想
定

　調
査
の
概
要
よ
り
）

到
達
時
間

　地
震
発
生
か
ら
約
４
時
間
半

後
に
、
津
波
の
第
１
波
に
よ
り

水
位
が
２０
㎝
上
昇

最
大
津
波
高

　７０
㎝
～
８０
㎝
海
面
が
上
昇

最
大
津
波
水
位

　Ｔ
Ｐ
（
東
京
湾
平
均
海
面
）

を
海
抜
０
ｍ
と
し
て
、
朔
望
平

均
満
潮
位
２
・
１
ｍ
（
各
月
の

最
高
満
潮
面
の
平
均
値
）
に
想

定
さ
れ
る
最
大
津
波
高
を
プ
ラ

ス
し
た
最
大
水
位
は
、
２
・
８

ｍ
～
２
・
９
ｍ
で
浸
水
の
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
画
課
危
機
管
理
係

　☎
２３

−

３
９
１
７

観音寺港の津波予想図
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平成 23 年度

大学講座　受講生募集
観音寺市中央公民館    ☎２３−３９４４

　大学講座の受講生を募集します。講座では、心触れ合う

楽しい仲間づくりや豊かな学習ができます。余暇を利用し

て教養を深め、人生を楽しみませんか。

随時（月曜日と祝日を除く）

観音寺市中央公民館または大野原・豊浜・各地区公民館

かんおんじ
市民大学

と　き　

　午前１０時～午前１１時３０分

ところ　

　観音寺共同福祉施設軽運動室

対象者　

　原則市内に住んでいる女性

　または勤めている女性

定　員　１００人

会　費　１ ，０００円

第６回
女性大学

受付期間

申 込 先

回 月　日 学　　習　　課　　題 講　　　師

１ ６月１日㈬
開講式

「次代を担う "人 "づくり
　～親の親世代の役割を考える～」

香川大学生涯学習教育研究センター
センター長　清國　祐二先生

２ ７月６日㈬
「介護ストレスと周囲の理解
～認知症の方とそのご家族を支えるために～」

三豊市立西香川病院　臨床心理士
　  　 野田　淳一郎先生

３ ７月８日㈮
日帰り研修旅行

（兵庫県生野銀山方面）                                            
＜受講生＞

４ ８月２４日㈬ 「年をとってからの健康管理」
三豊総合病院内科　地域医療部部長
　　　   中津　守人先生

５ ９月１日㈭、２日㈮       一泊研修旅行（臼杵・国東半島方面） ＜受講生＞

６ １０月５日㈬ 「生きる作法・死ぬ作法」
瑞光山浄土院称讃寺　住職
　　　  瑞田　信弘先生

７
１１月２４日㈭
午前９時～

歩け歩け大会
（琴弾公園周辺・老人憩の家 )

＜受講生＞

８ １２月７日㈬ フィルム研修 ＜受講生＞

９ １月１１日㈬ 「大野原古墳群の発掘調査成果について」 市生涯学習課職員

１０
１月２６日㈭ 芸能発表会

＜受講生＞１月２５日㈬ 
　～２７日㈮

作品展：午前９時～午後５時
　　　（２７日のみ午後４時まで）

１１ ２月１日㈬
「成年後見人制度について　　　　
　　～自分らしく生きるために～」

市高齢介護課職員

１２ ３月１６日㈮
学習発表会
修了式

＜受講生＞

回 月　日 学　　習　　課　　題 講　　　師

１ ５月１８日㈬
開講式　　　　　　　　　　　　

「四季おりおりの花・その命」
観音寺市大平教育長

２ ６月１５日㈬ 「音楽は薬」
音楽療法士　
　　　児玉　令江子先生

３ ７月２０日㈬ 「作法で学ぶ　日常の立居振舞い」
全日本作法会北四国本部長
　　　　紫和　順子先生

４ ８月１７日㈬ 人権フィルム研修 ＜受講生＞

５ ９月２１日㈬ 「在宅で すこやかに すごすために」
三豊総合病院内科　地域医療部部長
　　　　中津　守人先生

６ １０月１９日㈬
｢家族と自分の健康を守るために
～食生活をちょっと工夫してみましょう～」

元三豊総合病院栄養管理科科長
　　　　山岡　京子先生

７ １１月１６日㈬ 干支のちぎり絵作り
観音寺市民講座ちぎり絵講師
　　　　鰆目　慶子先生

８ １２月２１日㈬ 「となりのカンコク（韓国）」　
三豊市国際交流員　
　　　　　雀　榮晋先生

９ １月１８日㈬
「東洋の健康法
　　～心と身体のリフレッシュ～」

ワンネス総合研究所主宰
　　　　近井　昭博先生

１０ ２月１５日㈬
「お釈迦さま」　　　　　　　　　
修了式

品福寺住職
　　　　香川　徹男先生

第３回

と　き　

　午後１時３０分～午後３時

ところ　

　市民会館中ホール

対象者　

　原則市内に住んでいる人

　または勤めている人

定　員　３００人

会　費　１，０００円
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　年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
場
合
の
資

格
取
得
日
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

 （
注
）６５
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
一

定
の
障
害
が
あ
る
人
（
障
害

認
定
を
受
け
る
に
は
申
請
が

必
要
）

　年
度
途
中
に
新
た
に
７５
歳
に

な
っ
た
人
の
被
保
険
者
証
は
、

誕
生
日
月
の
前
月
中
旬
に
、
香

川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
特
定
記
録
郵
便
で
送
付

し
ま
す
。
届
い
た
被
保
険
者
証

は
、
誕
生
日
か
ら
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　年
度
途
中
に
転
入
し
た
人
や

生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止

に
な
っ
た
人
、
６５
歳
か
ら
７４
歳

ま
で
の
人
の
う
ち
、
申
請
に
よ

り
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
広
域

連
合
か
ら
認
定
を
受
け
た
人
の

被
保
険
者
証
は
、
基
本
的
に
は

即
日
交
付
し
ま
す
が
、
送
付
が

後
日
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　年
度
途
中
に
加
入
（
異
動
）

し
た
人
の
保
険
料
は
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
で
の
納
付
（
普

通
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。

　保
険
料
額
は
、
資
格
取
得
日

を
含
む
月
か
ら
月
割
り
で
算
定

し
ま
す
。

通
知
時
期

　資
格
取
得
日
を
含
む
月
の
翌

々
月
の
上
旬
（
た
だ
し
、
４
月

に
加
入
（
異
動
）
し
た
人
は
７

月
）

通
知
書

　「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・
保

険
料
納
入
通
知
書
」
を
税
務
課

か
ら
送
付
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
・
給
付
関
係

　健
康
増
進
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

　香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　広
域
連
合
事
務
局

　☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

保
険
料
関
係

　税
務
課

　☎
２３

−

３
９
２
２

納
付
関
係

　納
税
課

　☎
２３

−

３
９
９
２

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

事　　由 資格取得日

１ 新たに７５歳になる人 誕生日

２ 転　入 転入で住所を定めた日

３
生活保護の停止

または廃止

停止または

廃止になった日

４ 障害認定（注）
認定を受けた日

（申請が必要）

被
保
険
者
証

保
険
料

問
い
合
わ
せ
先

年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
と
き

行
政
相
談
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

　行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相

談
委
員
法
に
基
づ
い
て
総
務
大

臣
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
社
会

的
信
望
と
行
政
運
営
の
改
善
に

つ
い
て
理
解
と
熱
意
を
持
つ
民

間
有
識
者
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　本
市
で
は
、
長
く
行
政
相
談

委
員
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
冨
原

一
郎
さ
ん
、
久
保
田
忠
文
さ
ん
、

寳
田
カ
ヅ
子
さ
ん
、
香
川
弘
子

さ
ん
の
後
任
と
し
て
白
井
正
則

さ
ん
、
高
橋
秀
数
さ
ん
、
篠
原

洋
子
さ
ん
、
横
内
清
さ
ん
が
４

月
１
日
付
け
で
新
し
く
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　国
の
行
政
に
つ
い
て
「
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら

な
い
」「
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
改
め

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
心
配
や
要

望
が
あ
れ
ば
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
行
政
相
談
委
員
が
親
身
に

な
っ
て
相
談
を
聴
き
、
解
決
方

法
を
助
言
し
た
り
解
決
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
に
取
り
次
い
だ

り
し
ま
す
。

　相
談
内
容
に
は
、
道
路
や
河

川
、
環
境
衛
生
、
保
険
・
年
金
、

交
通
安
全
、
老
人
福
祉
な
ど
に

関
す
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
四
国
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
な
ど
を
含
め
役
所
の
仕
事

に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で

も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

白井正則さん
（観音寺町）

高橋秀数さん
（出作町）

篠原洋子さん
（大野原町大野原）

横内 清さん
（豊浜町箕浦）
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　　　　　　　　　　

３月定例会の主な内容

２日招集・会期２７日間
一般会計予算など原案可決

　平成２３年第１回定例会が３月２日招集され、
２８日までの２７日間の会期で開かれました。
　白川市長から平成２３年度一般会計の予算とし
て、歳入・歳出予算の総額２２９億１千万円を計
上することなど合わせて２９議案が提出され、議
案の提案理由の説明がありました。
　また、２日には議員から予算審査特別委員会
の設置などが提案され、可決しました。
　８・９日の２日間、各会派・党の代表質問と
個人質問が行われ、市当局の考えをただしまし
た。当初と補正予算関係の議案は、今回始めて
全議員で構成される予算審査特別委員会に付託
され１０日から１５日にかけて開催されました。そ
の他の議案は総務・建設経済・文教民生の各常
任委員会にそれぞれ付託され、１７日から２２日に
かけて開催し、慎重に議案などの審議を行いま
した。
　最終日の２８日、各委員長から付託された議案
などの審議結果が報告されました。
　さらに、当局から平成２２年度一般会計補正予
算として、歳入・歳出予算の総額２８０億５、３９８
万６千円とする追加議案の提出が１件あり、採
決の結果、すべての市長提出議案を承認・可決
しました。また、請願１件が不採択となりまし
た。そして、議員提出議案１件および意見書案
１件が提案され、それぞれ可決・採択されまし
た。なお、公共施設等整備調査特別委員会の中
間報告が委員長からありました。
　なお、請願・陳情および審議結果は、１５ペー
ジ「審議した議案等とその結果」のとおりです。

３月定例会で次のとおり委員の
候補者の推薦に同意しました

○人権擁護委員

　守谷　信雄（７４歳）　大野原町

代表質問 一般質問項目表
・平成２３年度予算の重点配分と留意点について
・合併特例債をはじめとする市債の発行と償還計画について
・税収見通しと市税や市営住宅使用料等の収納状況と滞納対策について
●市庁舎及び市民会館の建替えについて
・統合教育施設の基本設計と安全対策について
・小学校の英語教育必修化等への取り組み状況について
・通学路の整備と安全対策について
・空き家バンクの実態と課題について
・中心市宣言後の三豊市との関係について
・本市西部と四国中央市を結ぶ国道１１号バイパス建設の推進について
・ＴＰＰ（環太平洋連携協定）についての本市の考え方について
・自治基本条例制定へ向けた取組み状況について

・誰もが住みたいまちの実現について
・新年度の予算編成について
・行政評価について
・鳥インフルエンザ対策について
・農地・水・環境保全事業の制度拡充について
・環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）について
●市道粟屋堂之岡線の進捗状況について

●施政方針について
・平成２３年度予算について
・市営住宅について
・教育施策の指針について
・新学習指導要領について

・公共施設について
・地上デジタルへの対応について
●火災について
・児童手当について
・予防接種について
・障害者施策について

・新年度予算編成について
・市庁舎及び市民会館建設について
・合併特例債について
・国民健康保険の改善について
・ごみの現状と減量について
●ＴＰＰ参加による農林水産物への影響について
・少人数学級の早期実現について

・財政運営について
・公共施設整備について
●介護保険計画について
・住民サービスと職員配置について

森 谷 政 義
民政クラブ

西 山 正 勝
市民クラブ

原　 俊 博
市民フォーラム

安 藤 忠 明
公　 明　 党

篠 原 重 寿
社会民主党

安 藤 清 高
日本共産党

大 矢 一 夫
（民政クラブ）

個人質問

安 藤 康 次
（民政クラブ）

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

詫 間 　 茂
（民政クラブ）

立 石 隆 男
（民政クラブ）

●街づくりについて

・市街地のトイレの増設について
・健康寿命を延ばす方策について
●買い物難民対策について
・ホームページの充実について
・健康増進施設について

●市民参加による公共施設の検討について
・総合評価方式入札制度について
・市民アンケートについて
・自治基本条例について

・国勢調査について
・中心市街地活性化事業について
●観音寺市独自の景気対策について

●庁舎敷地内の整備について

・自主防災について
・一人暮らしの高齢者対策について
●２８５カ所の公共施設整備について
・新庁舎・市民会館の建設について

●地域サロンについて

●協働のまちづくりについて
・これからの医療政策について

●社会資本の老朽化について
・財政について

・防災的観点からの職員数について
・元気地域商品券事業について
●国民健康保険高齢受給者証について
・余剰施設及び未利用地の現状について
・滞納整理の実態について
・小学校・幼稚園・保育所の防犯対策について

●新庁舎・市民会館の整備計画について
・教育について

●行政委員の報酬について
・公共施設整備事業の課題と提案について

・市民会館について
●街づくりについて
・地域自治区制度について

大久保隆敏
（市民クラブ）

●印について�は、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載して�います。

井 上 浩 司
（民政クラブ）
高 橋 照 雄

（ 無 所 属 ）

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）

石 山 秀 和
（公　明　党）

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

大 平 直 昭
（民政クラブ）

黒川健太郎
（民政クラブ）
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

が
著
し
く
劣
り
大
地
震
発
生
の

際
、
崩
壊
の
危
険
性
が
非
常
に

高
い
。
ま
た
、
市
民
会
館
も
耐

震
強
度
が
低
く
、
改
修
し
て
も

耐
用
年
数
の
延
長
は
期
待
で
き

な
い
。
庁
舎
の
位
置
は
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
、
総
合
振
興
計
画
、

都
市
計
画
、
お
よ
び
交
通
体
系

や
利
便
性
と
と
も
に
行
政
機
能

等
が
集
積
し
て
お
り
、
現
在
の

場
所
が
最
適
で
あ
る
。
庁
舎
規

模
は
約
９
、
５
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
、
市
民
会
館
は
現
在
と
同

規
模
の
約
７
、
０
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
で
試
算
し
て
い
る
。

　
　
　本
路
線
は
、
豊
田
・
粟

井
地
区
に
お
い
て
、
大
変
重
要

な
幹
線
道
路
と
認
識
を
し
て
い

る
。　交

通
弱
者
と
い
わ
れ
る
人
々

が
、
通
行
に
危
険
を
感
じ
て
い

た
と
こ
ろ
、
市
が
平
成
１３
年
度

よ
り
本
事
業
に
着
手
し
、
地
元

も
大
変
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
残
り
の
計
画
区
間
の
早
期

完
成
を
切
望
す
る
。
そ
こ
で
、

本
路
線
の
現
在
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

　
　
　本
路
線
は
、
道
路
改
築

事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
。
全
長
は
、
１
、
２
７
０
メ

ー
ト
ル
で
、
第
一
期
工
事
分
と

し
て
、
平
成
１９
年
度
末
に
４
５

０
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
、
道
路

の
供
用
を
開
始
し
て
い
る
。

　現
在
は
、
豊
田
小
学
校
か
ら

国
道
３
７
７
号
ま
で
の
４
５
０

メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
進
め
て
い

る
が
、
進
捗
率
は
供
用
ベ
ー
ス

で
約
３５
％
で
あ
る
。

　市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
地

元
関
係
者
な
ど
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
全
線
の
早
期
完
成
が
図

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　認
識
お
よ
び
理
解
度
に

お
い
て
、
一
点
だ
け
少
し
ず
れ

が
あ
る
。「
こ
れ
か
ら
本
格
化
す

る
新
庁
舎
と
市
民
会
館
の
整
備

は
、
特
別
委
員
会
で
説
明
申
し

た
と
お
り
、
現
市
民
会
館
の
跡

へ
新
庁
舎
を
、
南
小
学
校
の
跡

へ
市
民
会
館
を
建
設
す
る
」
と

あ
る
が
、
特
別
委
員
会
で
の
市

長
の
説
明
は
、
非
常
に
わ
か
り

や
す
か
っ
た
。「
今
、
あ
り
き
で

な
く
、
あ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
」
や
「
説
明
で
き
る
よ
う

に
、
我
々
に
下
絵
だ
け
で
も
描

か
せ
て
欲
し
い
」
と
か
「
下
絵

は
、
市
民
会
館
の
概
要
と
周
辺

整
備
の
事
業
費
な
ど
資
料
づ
く

り
」
の
発
言
で
あ
っ
た
。
市
民

会
館
の
建
設
場
所
は
、
ま
だ
流

動
的
で
最
終
合
意
は
、
ま
だ
先

の
話
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　２
月
１８
日
の
公
共
施
設

等
整
備
調
査
特
別
委
員
会
の
結

論
と
し
て
、
整
備
の
場
所
は
流

動
的
で
な
く
、
同
意
を
得
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
の

附
帯
意
見
は
、
市
民
や
特
に
利

用
者
の
意
見
を
十
分
に
取
り
入

れ
進
め
て
い
く
。
新
市
民
会
館

へ
の
進
入
路
は
、
既
存
の
出
入

り
口
に
適
切
な
動
線
を
確
保
で

き
る
よ
う
整
備
を
し
た
い
。

　
　
　火
災
後
の
燃
え
残
り
は
、

産
業
廃
棄
物
と
見
な
さ
れ
る
た

め
に
、
多
大
な
処
分
費
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
市
が
一
時
的

に
緊
急
の
貸
し
付
け
を
す
る
な

ど
の
方
法
で
、
支
援
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
を
伺
う
。

　

市
民
ク
ラ
ブ

西
山　

正
勝

市
道
粟
屋
堂
之
岡
線
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問

　
　
　南
海
地
震
な
ど
自
然
災

害
に
備
え
、
公
共
施
設
の
整
備

は
急
務
で
あ
る
。
市
庁
舎
や
市

民
会
館
も
耐
震
診
断
の
結
果
、

建
て
替
え
が
必
要
と
の
結
論
に

達
し
、
当
局
の
意
見
と
し
て
議

会
に
示
さ
れ
、
議
会
で
も
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
議
論
し
て

い
る
。
内
容
は
、
新
庁
舎
を
現

在
の
市
民
会
館
の
所
に
、
新
市

民
会
館
は
現
在
の
南
小
学
校
の

所
に
建
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

合
併
特
例
債
の
期
限
ま
で
に
事

業
完
了
す
る
計
画
だ
が
、
場
所

選
定
の
優
位
性
お
よ
び
決
定
の

経
緯
と
施
設
の
規
模
を
伺
う
。

　
　
　昭
和
３８
年
完
成
の
市
役

所
の
耐
震
診
断
結
果
は
、
強
度

答
弁

質
問

答
弁

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

原　
　

俊
博

施
政
方
針
に
つ
い
て

質
問

答
弁

　

公
明
党安

藤　

忠
明

火
災
に
つ
い
て

質
問

　議会での審議内容や活動を少しでも知っていた

だくため、今年も「議会報告会」を開催します。

　内容は、３月議会で決定した事業内容の報告と、

参加者の皆さまとの意見交換も予定しています。

　なお、今回は３カ所で開催しますので、都合の

良い日に是非ご来場ください。

　　　　５月１０日（火）午後７時～午後８時３０分
　　　　豊浜中央公民館

　　　　５月１１日（水）午後７時～午後８時３０分
　　　　大野原中央公民館

　　　　５月１３日（金）午後７時～午後８時３０分
　　　　市民会館中ホール

　　　　平成２３年度予算及び主な事業
　　　　市民会館・本庁舎などの公共施設整備問題　ほか
　　　　議会事務局　　電話２３−３９１３

日　時

場　所

日　時

場　所

日　時

場　所

内　容

問合せ

議会報告会の開催について（ご案内）

　

代
表
質
問

民
政
ク
ラ
ブ

森
谷　

政
義

市
庁
舎
及
び
市
民
会
館
の

建
替
え
に
つ
い
て

  質 

問
答
弁

と
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

個
人
質
問

大
矢　

一
夫

街
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問

社
会
民
主
党

篠
原　

重
寿

介
護
保
険
計
画
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

安
藤　

清
高

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
農
林

水
産
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て

質
問

耕
作
放
棄
地
対
策
な
ど
に
努
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
、

農
業
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
、

食
料
自
給
率
を
急
速
に
低
下
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
重
大
な
問
題

で
あ
る
の
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

は
反
対
で
あ
る
。

　
　
　介
護
保
険
制
度
も
１０
年

を
超
え
、
制
度
の
見
直
し
と
と

も
に
今
ま
で
の
成
果
と
課
題
を

検
証
し
、
今
後
の
方
向
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
。

①
わ
が
市
の
高
齢
化
状
況
は
。

②
保
険
制
度
１０
年
の
成
果
と
課

題
は
。

③
平
成
２３
年
度
の
計
画
見
直
し

作
業
の
視
点
は
。

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特

養
）
へ
の
入
所
待
機
者
の
状
況

と
、
施
設
増
設
の
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　①
高
齢
化
率
（
６５
歳
以

上
）
は
、
平
成
１８
年
に
は
２５
．

６
％
、
平
成
２２
年
に
は
２７
．
３

％
に
増
加
。

②
厚
労
省
は
、「
国
民
の
６０
％
の

人
が
評
価
し
て
い
る
」
と
し
、

少
子
高
齢
化
社
会
の
現
在
に
お

い
て
、
必
要
不
可
欠
な
制
度
に

な
っ
て
い
る
。

③
と
④
の
計
画
見
直
し
は
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
基
に
施
設

待
機
者
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
居

宅
・
施
設
お
よ
び
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
に
つ
い
て

計
画
に
反
映
し
た
い
。

　
　
　公
共
施
設
の
基
本
設
計

で
は
、
利
用
者
数
を
含
め
た
設

定
だ
け
で
な
く
、
施
設
設
計
や

管
理
・
運
営
を
含
め
た
具
体
的

な
検
討
を
行
な
う
べ
き
で
な
い

の
か
。
施
設
と
い
う
器
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
で
の
サ
ー
ビ
ス
や

機
能
を
重
視
す
る
た
め
、
多
く

の
人
々
の
意
見
を
聞
い
た
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
・
協
力

を
図
っ
た
り
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

　公
共
施
設
の
配
置
で
街
を
ど

の
よ
う
に
再
生
し
、
経
済
効
果

を
上
げ
る
の
か
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
事
業
で
地
域
経
済
の
活
性

化
に
も
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

　
　
　今
回
の
公
共
施
設
の
建

設
で
は
、
二
次
的
、
三
次
的
に

地
元
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
見

込
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
市
民

会
館
の
整
備
で
は
、
市
民
の
参

画
に
よ
っ
て
意
見
を
反
映
し
、

機
能
面
で
も
利
便
性
の
高
い
施

設
と
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。

運
営
や
維
持
管
理
な
ど
は
、
計

画
を
進
め
る
な
か
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　最
近
、
地
域
に
あ
る
店

舗
が
閉
店
し
て
し
ま
い
、
お
年

寄
り
が
近
く
で
買
い
物
が
で
き

ず
生
活
用
品
の
購
入
、
さ
ら
に

毎
日
の
食
事
の
準
備
に
も
困
る

と
い
う
社
会
現
象
が
起
き
て
い

る
。
本
市
で
も
実
際
に
高
齢
化

が
進
み
、
お
年
寄
り
だ
け
の
家

庭
が
増
加
し
て
お
り
、
多
く
の

人
々
が
買
い
物
へ
の
不
便
を
感

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
打
開
す
る
た
め
に
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
な
施
策
が
で
き
る

の
か
を
伺
う
。

　
　
　本
市
で
は
、
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
虚
弱
な
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
を
対
象
に
、
週
２
回

を
限
度
に
１
時
間
以
内
で
、
ホ

　
　
　火
災
後
の
建
物
撤
去
費

用
に
対
す
る
貸
付
制
度
は
特
に

な
い
。
民
間
の
火
災
保
険
な
ど

で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
関
税
を
原
則

撤
廃
し
、
農
産
物
の
輸
入
完
全

自
由
化
を
進
め
る
も
の
で
あ
り
、

日
本
農
業
は
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
食
料

自
給
率
は
１４
％
に
な
る
と
い
う

農
林
水
産
省
試
算
は
、
ほ
と
ん

ど
の
国
民
が
外
国
の
食
物
を
食

べ
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

　本
市
で
も
米
だ
け
で
約
１３
億

１
、
０
０
０
万
円
の
減
収
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
食
料
自
給
率

の
重
要
性
、
地
域
経
済
の
低
迷

な
ど
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
多
大

な
影
響
の
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

つ
い
て
、
は
っ
き
り
と
反
対
表

明
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
　
　Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
市
の
農

産
物
生
産
に
甚
大
な
影
響
が
出

る
懸
念
が
あ
り
、
新
規
就
農
者

を
含
む
農
業
従
事
者
の
確
保
や

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
家
事
や
買
い

物
の
支
援
の
た
め
に
派
遣
す
る

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
移
動

販
売
車
事
業
で
使
う
車
両
購
入

な
ど
も
国
の
補
助
事
業
が
利
用

で
き
る
の
で
、
ニ
ー
ズ
の
把
握

や
情
報
の
提
供
な
ど
に
よ
り
、

買
物
弱
者
対
策
の
支
援
に
努
め

た
い
。

　
　
　合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
大
型
公
共
施
設
（
新
庁
舎
・

市
民
会
館
）
の
整
備
計
画
が
進

ん
で
い
る
が
、
利
用
者
で
あ
る

市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
不
可
欠
か
と
思
う
。
方
法

と
し
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
、
懇
話
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
お
よ
び
検
討
委
員
会
な
ど

が
あ
る
が
、
ま
ず
は
最
低
限
、

検
討
委
員
会
の
設
置
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。

　
　
　新
市
民
会
館
は
、
若
干

時
間
的
に
余
裕
が
あ
る
の
で
、

市
民
や
文
化
・
芸
術
関
係
団
体

な
ど
の
利
用
者
代
表
、
ま
た
、

識
見
を
有
す
る
人
に
よ
る
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
施
設
内
容

な
ど
を
十
分
検
討
し
、
計
画
に

反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

答
弁

答
弁

詫

間　

茂

買
い
物
難
民
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

大
平　

直
昭

市
民
参
加
に
よ
る

公
共
施
設
の
検
討
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り 黒

川
健
太
郎

観
音
寺
市
独
自
の
景
気
対
策

に
つ
い
て

地
元
中
小
企
業
の
育
成
に
十
分

配
慮
し
早
急
な
実
施
に
取
り
組

む
。　

　
　現
在
の
庁
舎
の
敷
地
に

は
、
複
数
の
公
共
施
設
が
混
在

し
、
駐
車
場
不
足
な
ど
の
問
題

を
抱
え
て
お
り
、
来
庁
者
や
ほ

か
の
施
設
利
用
者
に
多
大
な
迷

惑
を
か
け
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
、

統
合
教
育
施
設
に
引
き
続
き
、

新
庁
舎
・
市
民
会
館
建
設
に
向

け
て
、
進
ん
で
い
く
事
に
な
っ

た
。
庁
舎
と
市
民
会
館
の
間
に

あ
る
「
中
央
公
民
館
」
や
「
共

同
福
祉
施
設
」、
「
働
く
婦
人
の

家
」
・
「
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

は
ど
う
な
る
の
か
。

　ど
う
い
う
整
備
計
画
を
立
て

て
い
る
の
か
を
伺
う
。
ま
た
、

庁
舎
に
含
め
る
計
画
は
出
来
な

い
の
か
。

　
　
　現
在
、
４
施
設
に
は
、

庁
舎
内
に
置
か
れ
る
べ
き
部
・

課
の
一
部
が
間
借
り
し
て
い
る

が
、
新
庁
舎
が
完
成
す
れ
ば
、

新
庁
舎
内
に
配
置
す
る
。
よ
っ

て
、
本
来
の
目
的
に
沿
っ
た
機

能
を
取
り
戻
し
、
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
中
央
公
民
館
と
し
て
、

当
分
の
間
は
使
用
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　ま
た
、
管
理
運
営
も
異
な
る

別
組
織
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら

の
施
設
を
含
め
た
庁
舎
計
画
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　１
市
２
町
合
併
後
、
２

８
５
カ
所
の
公
共
施
設
管
理
に

つ
き
、
公
共
施
設
整
備
お
よ
び

管
理
方
針
が
示
さ
れ
た
。
本
市

の
現
状
で
は
、
市
民
プ
ー
ル
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
コ
イ
ン
館
、
ち

ょ
う
さ
会
館
お
よ
び
道
の
駅
な

ど
で
、
そ
の
利
用
に
お
い
て
「
ど

う
に
か
な
ら
な
い
の
か
」
と
思

わ
れ
る
物
件
が
多
数
あ
る
。
成

功
や
失
敗
の
事
例
も
挙
げ
、
今

後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺

う
。　

　
　事
業
内
容
は
、
現
況
調

査
、
劣
化
診
断
、
利
用
状
況
調

査
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
及
び

中
期
修
繕
計
画
の
策
定
等
で
、

５０
棟
余
り
を
予
定
し
て
い
る
。

今
回
、
調
査
対
象
外
の
施
設
は
、

各
施
設
の
状
況
に
よ
っ
て
、
対

応
を
引
き
続
き
行
な
う
。
ま
た
、

成
功
や
失
敗
の
事
例
は
、
利
用

状
況
の
一
面
だ
け
を
見
て
判
断

す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

今
後
は
、
現
在
の
施
設
の
有
効

活
用
や
統
合
、
廃
止
に
つ
い
て

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　平
成
２３
年
度
施
政
方
針

の
中
で
、
地
域
サ
ロ
ン
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
地
域
の
人
々
が
知

恵
を
絞
り
、
力
を
結
集
し
、
運

営
に
参
画
す
る
こ
と
で
高
齢
者

を
中
心
と
し
た
世
代
間
の
交
流

が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と

述
べ
ら
れ
た
。

　団
塊
世
代
と
呼
ば
れ
る
昭
和

２２
年
か
ら
昭
和
２４
年
生
ま
れ
の

人
は
、
現
在
３
、
６
０
０
人
い

る
。
経
験
も
豊
富
で
あ
り
、
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
長
け
て

い
る
団
塊
世
代
の
熟
年
パ
ワ
ー

を
地
域
サ
ロ
ン
の
規
格
運
営
な

ど
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　団
塊
世
代
の
方
が
定
年

退
職
さ
れ
て
、
何
か
社
会
や
地

域
に
貢
献
で
き
な
い
の
か
、
と

考
え
て
い
る
人
々
が
多
く
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
、
協
力
を

願
え
た
ら
い
い
と
思
う
。
地
域

サ
ロ
ン
を
通
し
て
地
域
の
三
世

代
交
流
を
図
り
、
地
域
の
人
を

知
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
支
え

あ
う
地
域
づ
く
り

が
で
き
れ
ば
い
い

と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
新
庁
舎
は
、
基
本
計

画
な
ど
の
段
階
に
お
い
て
、
議

会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
市

民
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
く
利

便
性
の
高
い
も
の
に
す
る
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
ほ
か
、

広
く
市
民
の
意
見
や
要
望
を
伺

う
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
、

ご
理
解
を
得
る
な
か
で
建
設
に

当
た
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　市
役
所
は
、
市
民
皆
さ

ま
の
幸
せ
・
福
祉
・
教
育
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
集
団
で
あ
り
毎
日

の
市
民
生
活
に
必
要
な
役
所
で

あ
る
。
今
回
、
提
案
さ
れ
た
新

年
度
予
算
は
市
民
の
た
め
に
、

市
独
自
の
景
気
対
策
と
し
て
、

直
ち
に
地
場
産
業
の
育
成
に
な

る
よ
う
市
内
の
中
小
企
業
に
発

注
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　長
引
く
景
気
の
低
迷
に

よ
っ
て
、
地
元
中
小
企
業
も
大

変
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て

い
る
こ
と
は
承
知
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
場
産
業
の
育
成
は
急

務
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
経
営
環
境
の
下
、
新
年
度
予

算
成
立
後
に
は
、
景
気
浮
揚
対

策
の
一
助
に
な
る
よ
う
緊
急
性

・
必
要
性
を
検
討
す
る
中
で
、

　
　
　Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
柔
軟
性
、
専
門
性
、
そ

し
て
多
様
性
な
ど
を
備
え
た
担

い
手
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。
マ
ン

パ
ワ
ー
の
育
成
と
し
て
の
人
づ

く
り
お
よ
び
財
政
的
支
援
の
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
育
成
や
人

づ
く
り
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
は

関
係
分
野
等
の
連
絡
を
密
に
す

る
な
ど
連
携
を
深
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
窓

口
で
あ
る
県
民
活
動
・
男
女
共

同
参
画
課
が
実
施
し
て
い
る
勉

強
会
・
講
演
会
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

へ
の
参
加
を
促
す
支
援
や
、
他

市
の
実
施
状
況
を
調
査
す
る
な

ど
、
今
後
市
で
で
き
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　さ
ら
に
、
２３
年
度
よ
り
「
市

民
団
体
等
活
動
促
進
事
業
」
を

開
始
す
る
。
こ
の
事
業
は
、
自

主
的
に
地
域
づ
く
り
活
動
を
す

る
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
を
対
象
に
、
活
動
に
要
す

る
経
費
の
一
部

を
支
援
す
る
事

業
で
あ
る
。

質
問

答
弁

立
石　

隆
男

庁
舎
敷
地
内
の
整
備
に
つ
い
て

質
問

答
弁

伊
丹　

準
二

２
８
５
カ
所
の
公
共
施
設
整
備

に
つ
い
て

質
問

答
弁

大
久
保
隆
敏

地
域
サ
ロ
ン
に
つ
い
て

答
弁

質
問

井
上　

浩
司

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　仕
事
を
退
職
し
た
７０
歳

を
迎
え
た
高
齢
者
か
ら
、
年
金

生
活
を
送
り
な
が
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
加
入
す
る
ま
で

の
間
、
医
療
費
の
軽
減
を
受
け

ら
れ
る
受
給
者
証
の
発
行
に
感

謝
の
声
が
多
い
。

　こ
の
制
度
は
、
国
保
加
入
で

７０
歳
を
迎
え
た
人
に
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
と
は
別
に
「
国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」

が
交
付
さ
れ
る
が
、
病
院
の
会

計
で
、
こ
の
受
給
者
証
を
忘
れ

る
と
３
割
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
。
自
己
責
任
で
は
あ
る
が
、

困
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
毎
年

更
新
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
と
一
体
化
し
た
保
険

者
証
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　現
在
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
と
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
は
別
々
に
交
付
し
て

い
る
。
県
下
で
は
、
東
か
が
わ

市
が
１
枚
に
併
記
し
て
交
付
し

て
い
る
。
本
市
で
実
施
す
る
な

ら
、
独
自
で
の
シ
ス
テ
ム
改
修

と
別
途
経
費
が
必
要
に
な
る
。

利
便
性
を
考
え
る
と
一
体
化
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、

県
下
の
担
当
者
会
な
ど
で
提
案

す
る
な
ど
、
協
議
や
検
討
を
行

い
た
い
。

　
　
　今
回
の
新
庁
舎
・
市
民

会
館
の
整
備
計
画
は
、
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
か
ら
こ
そ
市

民
に
対
し
丁
寧
な
説
明
が
重
要

だ
と
思
う
。
市
長
自
ら
が
中
学

校
区
や
公
民
館
区
な
ど
で
、
説

明
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
自
ら
が
丁
寧
な
説
明
を
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
理
解
度
も

高
ま
る
の
で
は
な
い
の
か
。
ま

た
、
多
く
の
市
民
の
声
を
聞
く

こ
と
で
、
よ
り
良
い
整
備
計
画

（
案
）
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

も
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
中
学
校
区

や
公
民
館
区
な
ど
で
の
説
明
会

の
開
催
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。
広
報
紙
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ま

に
、
概
要
な
ど
を
段
階
ご
と
に

説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
会

合
に
出
席
す
る
機
会
が
多
く
あ

る
の
で
、
そ
の
際
に
も
説
明
を

行
い
、
市
民
の
声
も
聞
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　昨
年
の
１２
月
１９
日
、
新

聞
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

県
や
各
市
町
が
任
命
す
る
行
政

委
員
の
報
酬
は
、
県
内
の
約
４

割
が
制
度
の
見
直
し
を
考
え
て

い
る
と
の
記
事
で
あ
っ
た
。
本

市
の
話
と
し
て
「
今
後
、
日
額

制
に
改
め
る
べ
き
」
と
記
事
に

載
っ
て
い
た
が
、
平
成
２３
年
度

に
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い
て
審

議
会
を
立
ち
上
げ
、
諮
問
を
行

な
う
計
画
が
あ
る
の
か
を
伺
う
。

　
　
　新
聞
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
し
た
よ
う
に
、
現
在
の

報
酬
は
年
額
や
月
額
に
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
業
務
に
応
じ
た

報
酬
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
２３

年
度
に
審
議
会
を
つ
く
り
、
諮

問
を
行
な
う
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た

か
ら
即
や
る
と
い
う
も
の
で
な

く
、
今
後
、
県
内
外
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　道
路
や
上
下
水
道
な
ど

社
会
資
本
の
老
朽
化
に
よ
る
更

新
や
修
繕
費
用
を
将
来
の
潜
在

的
負
債
と
と
ら
え
、
財
政
健
全

化
を
試
算
す
る
と
、
予
想
外
の

大
き
な
財
政
負
担
の
発
生
が
予

想
さ
れ
、
苦
慮
し
て
い
る
自
治

体
が
多
く
あ
る
。
本
市
の
現
状

と
対
応
策
を
伺
う
。

　
　
　今
後
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

施
設
が
本
格
的
な
更
新
時
期
を

迎
え
る
な
か
、
橋
梁
は
、
毎
年

必
要
な
箇
所
か
ら
維
持
修
繕
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
費
用
が
膨

大
に
な
る
こ
と
か
ら
、
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、

計
画
的
な
修
繕
を
図
っ
て
い
く
。

　下
水
道
で
は
、
敷
設
後
２５
年

以
上
経
つ
管
路
施
設
は
、
更
新

な
ど
の
判
定
を
行
い
、
稼
動
後

３０
年
以
上
の
処
理
施
設
は
、
改

築
計
画
に
基
づ
き
更
新
な
ど
に

取
り
組
み
機
能
維
持
を
図
っ
て

い
る
。
平
成
２５
年
度
か
ら
は
、

処
理
場
・
ポ
ン
プ
施
設
な
ど
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
公
共

下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
に

務
め
る
。
水
道
は
、
水
道
事
業

基
本
計
画
に
基
づ
き
健
全
な
水

道
経
営
を
維
持
し
て
い
く
。

　
　
　私
の
地
元
、
室
本
の
麹

は
伝
統
文
化
、
技
術
や
味
は
勿

論
の
こ
と
、
真
似
で
き
な
い
歴

史
が
あ
り
、
ま
ち
歩
き
で
も
好

評
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
本

市
の
イ
リ
コ
に
も
劣
ら
な
い
魅

力
と
可
能
性
が
あ
り
、
新
た
な

特
産
品
と
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
を
し

て
頂
け
る
よ
う
強
く
提
案
す
る
。

甘
酒
は
高
屋
祭
り
な
ど
で
も
欠

か
せ
な
い
存
在
で
、
全
国
的
に

も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以

外
で
も
本
市
に
は
多
様
な
品
が

あ
り
、
新
た
な
特
産
品
を
掘
り

起
こ
し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
ま

ち
お
こ
し
に
繋
が
る
と
思
う
。

積
極
的
に
取
り
組
む
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
当
局
の
姿
勢

を
伺
う
。

　
　
　室
本
の
麹
は
、
昨
年
「
麹

の
里
め
ぐ
り
」
を
実
施
し
、
蓮

光
院
や
皇
太
子
神
社
と
麹
な
ど
、

地
元
の
方
の
説
明
を
受
け
た
。

特
産
品
づ
く
り
は
、
関
係
団
体

な
ど
と
連
携
を
図
り
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
に
な
る
。
今
後
と

も
地
域
産
品
を
掘
り
起
し
、
地

元
や
関
係
団
体
と
連
携
す
る
中
、

街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
。

答
弁

石
山　

秀
和

国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
に
つ
い
て

質
問

答
弁

友
枝　

俊
陽

新
庁
舎
・
市
民
会
館
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

質
問

答
弁

安
藤　

康
次

行
政
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て

質
問

答
弁

五
味　

伸
亮

街
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問

答
弁

高
橋　

照
雄

社
会
資
本
の
老
朽
化
に
つ
い
て

質
問
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果
●第１回（３月）定例会

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
専決処分の承認について（平成２２年度観音寺市一般会計補正予算（第７号）） 承　　認

観音寺市職員定数条例の一部改正について 原案可決

観音寺市長及び副市長の給料の特例に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市教育委員会教育長の給料の特例に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市特別会計条例の一部改正について 〃

観音寺市手数料条例の一部改正について 〃

観音寺市国民健康保険条例の一部改正について 〃

観音寺市工場等立地促進条例の一部改正について 〃

観音寺市農村地域工業等導入地区立地企業助成条例の一部改正について 〃

人権擁護委員の候補者の推薦について 同　　意

平成２２年度観音寺市一般会計補正予算（第８号） 原案可決

平成２２年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃

平成２２年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計補正予算（第３号） 〃

平成２２年度観音寺市老人保健事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２２年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２２年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 〃

平成２３年度観音寺市一般会計予算 原案可決（反対１人）

平成２３年度観音寺市競輪事業特別会計予算 原案可決

平成２３年度観音寺市国民健康保険事業特別会計予算 〃

平成２３年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計予算 〃

平成２３年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計予算 〃

平成２３年度観音寺市介護保険事業特別会計予算 〃

平成２３年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計予算 〃

平成２３年度観音寺市航路事業特別会計予算 〃

平成２３年度観音寺市粟井財産区特別会計予算 〃

平成２３年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計予算 〃

平成２３年度観音寺市公共下水道事業特別会計予算 〃

平成２３年度観音寺市農業集落排水事業特別会計予算 〃

平成２３年度観音寺市水道事業会計予算 〃

平成２２年度観音寺市一般会計補正予算（第９号） 〃

※議員提出議案
特別委員会の設置について 原案可決

地方自治法第１８０条第１項に基づく観音寺市長専決事項の一部改正について 原案可決（反対１人）

※請願
ＴＰＰの参加に反対する請願 不採択（賛成２人）

※意見書案
ＪＫＡ交付金制度の改善を緊急に求める意見書 採　　択

環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への参加に慎重な対応を求める意見書 〃

議会からのお知らせ
●次回の定例会は６月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　篠 原 重 寿 　　　◆副委員長　大 平 直 昭

◆委　　員　西 山 正 勝 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　石 山 秀 和 　　　◆　　〃　　　井 上 浩 司

◆　　〃　　　安 藤 康 次 　　　◆　　〃　　　友 枝 俊 陽

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23−3913　FAX23−3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp
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　豊浜中学校３年生７９人が、卒業を記念して一の宮
公園に桜の苗木を植樹しました。植樹したのは日本
さくらの会から寄贈された潮風に強い３０本の大島桜。
豊浜ボランティア協議会や民生委員などの協力の下、
自分たちと共に大きく成長してほしいとの願いを込
めて、丁寧に土かけと水かけをしていました。

　大野原町の香川県指定史跡「平塚」古墳で発掘調
査の成果を報告する現地説明会が開催されました。
７世紀（西暦６００年代）初めごろに築造された香川
県最大の円墳である平塚の巨大な横穴式石室の規模
や、明らかになった古墳の直径などを説明。参加し
た６０人の考古学ファンは熱心に聞き入っていました。

大きく育てと大島桜を記念植樹 平塚古墳で発掘調査現地説明会3
13

　相次いで発生する悲惨な重大事故に歯止めをかけ
ようと「交通死亡事故抑止緊急街頭大キャンペーン」
が市役所前の沿道でありました。交通指導員や交通
安全協会員、交通安全母の会役員ら約１４０人が参加。
蛍光反射ベストやたすきなどを着用し、のぼり旗や
ハンドプレートを持って、ドライバーや歩行者に交
通安全を呼びかけました。

　豊浜町の一の宮公園に新しく遊具が設置され、除
幕式には豊浜小学校の児童も参加しました。小さな
子どもから大人までが楽しむことができる、特徴を
生かした３つのエリアが完成。彫刻家イサム・ノグ
チの作品は、子どもたちが自然の中で想像力豊かに
遊ぶことができます。

ストップ、ザ交通事故 みんな遊びに来てね15
3

3
10

17
3

宝くじの助成を受け施設や遊具を設置 問い合わせ先：商工観光課　☎２３−３９３３

　（財）日本宝くじ協会の助成を受けて、生木地蔵
尊の休憩所と一の宮公園に遊具を設置しました。
ぜひ利用してください。

○一の宮公園に遊具彫刻を設置
　環境や自然の調和に配慮し、幼児からお年寄りま
でみんなに楽しんでもらえるよう、芸術性を取り入
れ、魅力的な公園になりました。○生木地蔵尊（大野原町）

　に休憩所を設置
　訪れる人が気持ちよく
過ごせるように休憩施設
を設置しました。
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わたしたちにできることを

　衣料品や小物など、ぬくもりある手作り作品の販
売が毎年大人気の「地域ふれあいの日」がことしも
開催され、多くの人でにぎわいました。沖縄ドーナ
ツやおすしなどのバザーもあり、訪れた人たちの手
にはたくさんのお土産。２０周年を記念してマジック
ショーもあり、大きな拍手が送られていました。

いつまでもお元気で

　観音寺の路地裏を巡るまち歩き「人情あふれる港
町　来てつか！観てつか！食べてつか！」で、市内
外から参加者が集い、どこか懐かしい町並みを楽し
みました。地元の人に親しまれ大切にされている社

やしろ

や祠
ほこら

、地神さん巡り、道中ではかまぼこ工場の見学
などもあり、路地裏の魅力を再発見するコースとな
りました。

昔ながらの町並みを散策

自然の中を気持ちよくウオーキング4
3

　萩の丘公園を出発して、大谷池遊歩道や五郷山公
園の桜を愛でながら歩く桜街道まっしぐらウオーキ
ングが、ことしで６回目になりました。咲き始めた
ばかりの桜や山菜、ウグイスの声に春を感じながら、
約１時間のコースで参加者はさわやかな汗を流しま
した。

　市内の小・中学校で入学式があり、５１０人の新小
学１年生と５０９人の新中学１年生が新しい一歩を踏
み出しました。大野原町の紀伊小学校では真新しい
制服に身を包んだ１２人の新入生が、色とりどりの手
作りアーチの下を、上級生に手を引かれ堂々と入場。
式では担任の先生から名前を呼ばれ、「はい」と大き
な声で返事をしていました。　

胸弾ませて、入学式

3
23

4
6・7

4
8

20周年を迎えた
地域活動支援センターやまもも

4
2

3
31

　東日本大震災で被災した人のために何かできない
かと、市内の幼稚園や小・中学校、ＰＴＡが義援金
を集め、生徒代表から白川市長に手渡されました。
一人ひとりが一日も早い復興を願って集められた皆
さんの思いは、日本赤十字社を通じて被災地に送ら
れます。

　百歳の誕生日を迎えた本大町の吉井ウメノさんを
白川市長が訪問し、顕彰しました。吉井さんは自宅
で家族に囲まれ、大好きな花の世話をして元気に生
活しています。「夫が戦死した後、子どもを３人抱え
て苦労しましたが、今はとても幸せです」としっか
りとした口調で話していました。
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あなたの子育てを応援します
子育て支援課　☎２３－３９６２

　子育てホームヘルパー派遣事業や子育てサークル事業を通して、

保護者が安心とゆとりのある子育てができるよう支援します。

子育てホームヘルパー派遣事業

　保護者などが行事や家族の病気などで育児や

家事の援助が必要なとき、子育てホームヘルパ

ーが家庭まで出向いてお手伝いします。

対象児　小学３年生まで

日　数　１カ月に７日以内

申込先　高室保育園　☎２４－３１３０

注　意　ひとり親家庭の場合、ひとり親確認書

　　 　（子育て支援課で発行）が必要

子育てサークル事業

　子育てに頑張っているお母さんお父さん、困っ

ていることや悩んでいることはありませんか？子

どもと一緒に遊んだり、同じ子育て世代の人たち

とおしゃべりしたりして楽しく過ごしませんか。

　参加申し込みは不要。開放時間内であれば、い

つでもだれでも無料で利用できます。

利用者の負担金額

ひとり親家庭

１日（８時間） １,７５０ 

半日（４時間） ８７０ 

１時間 ２５０ 

その他の家庭

１日（８時間） ３,５００ 

半日（４時間） １,７５０ 

１時間 ５００ 

（円）

月 火 水 木 金 土 日

ふたば保育園
　　☎２５－５３８８

１０：００～
　　 １５：００

１０：００～
　　　　１５：００

１０：００～
　　　　１５：００

１０：００～
　　　　１５：００

柞田保育所
☎２５－５１１５

９：００～
　　　　１４：００

１２：００～
　　　　１４：３０

赤ちゃんサロン
９：００～
　　　　１４：００

９：００～
　　　　１４：００

１２：００～
　　　　１４：３０

高室保育園
☎２４－３１３０

９：００～
００：４１　  　　　
９：００～
　　　　１４：００

９：００～
　　　　１４：００

赤ちゃんの日
９：００～
　　 １２：００

愛和保育園
☎２７－７４４０

親子広場
９：００～
　　　　１４：００

子育てサークル
９：００～
　　　　１４：００

親子広場
９：００～
　　　　１４：００

９：００～
　　　　１４：００
木之郷コミュニ
ティセンター
☎２７－６３３０

子育てサークル
９：００～
　　　　１４：００

中部保育園
９５３８－☎２５　　 

９：００～
　　　　１４：００
子育て相談・園
内見学（要予約）

９：００～
　　　　１４：００

９：００～
　　　　１４：００
常磐総合コミュ
ニティセンター
☎２５－２５６０

９：００～
　　　　１４：００

赤ちゃんクラブ
（妊婦可）
９：００～
　　　　１４：００

保健センター
（あぶあぶひろば）

☎２４－３１３０
　　（高室保育園）

０歳児が対象
１０：００～

００：２１　

大野原いきいきセンター 
（ぴよぴよクラブ）

　☎２５－５１１５
　　（柞田保育所）

９：３０～
　　  １１：３０

９：３０～
　　  １１：３０

豊浜ふれあい会館
（ふれあい広場） 

☎２５－５３８８
　（ふたば保育園）

９：３０～
　　 １１：３０

子育てサークル事業予定表 ※都合により変更することがあります
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豚肉と豚レバーのごまみそあえ
　　　 （４～５人分）

　豚レバー１００ｇ　

　豚もも角切り２００ｇ

　牛乳大さじ２　

　Ａ　おろしたしょうが小さじ１

　　　しょうゆ小さじ１

　　　酒小さじ１　　　　　　

❶豚レバーは１.５～２センチの一口大に切り、

よく洗って牛乳に２０分ほどつけておく。

❷❶の水気を切ったものと豚もも角切りを、Ａ

に２０分くらいつけておく。

❸❷の水気を切って、かたくり粉をまぶして油

で揚げる。

❹Ｂの調味料を沸かし、❸が熱いうちにからま

せてごまをふる。

材　料

作り方

 
 

  

 　　

平成 22 年５月生まれ 満１歳の子どもを募集
　５月２日から５月31日まで８月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

牛 田 和
かず

葉
は

ちゃん

 　　

中 西 晴
はる

琥
く

ちゃん

 　　

平 口 龍
りゅう

飛
ひ

ちゃん 前 川 悠
ゆう

真
ま

ちゃん

父 暁さん　　母 麻衣子さん
（吉岡町）

両親からの
メッセージ

いつも幸せな気持ちに

させてくれてありがと

う。これからもステキ

な笑顔を咲かせてね！

 
 

 

父 渉さん　　母 香さん
（植田町）

両親からの
メッセージ

兄ちゃんに負けず、元

気いっぱい大きくなぁ

れ！晴琥の笑顔、大好

きです♡

 
 

 

父 勝也さん　　母 加奈子さん
（村黒町）

両親からの
メッセージ

祝♡１歳！！やんちゃな

龍飛がみんな大スキ♡

元気いっぱい大きくな

～れ ！！

 
 

 

父 和久さん　　母 由佳梨さん
（柞田町）

両親からの
メッセージ

１歳の誕生日おめでと

う☆明るく元気に育っ

てね。

食育コーナー 学校給食課　☎５７−６６６０

元気いっぱい活動するため、
　鉄分をしっかり取りましょう

　新学期がスタートして一カ月がたち、学校行事や
クラブ活動もこれから本格化してきます。
　成長期には、鉄分を十分に摂取することが大切で
す。鉄は、赤血球の成分（ヘモグロビン）になって
全身に酸素を運ぶ役割をし、不足すると貧血が起き
やすくなります。特に、スポーツをしている人は激
しい運動で赤血球が壊れやすく、不足しがちなので、
意識して摂取しましょう。吸収を助けるビタミンＣ
やタンパク質と一緒に摂取すると効果が上がります。

献立
★全粒粉パン　★牛乳　

★メープルシロップ

★豚肉と豚レバーのごまみそあえ

★ジャガイモの和風サラダ

★英字マカロニスープ　

かたくり粉・油適宜

Ｂ　砂糖大さじ１

　　赤みそ大さじ１

　　水大さじ２

ごま大さじ１

（いって軽くすったもの）
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病
合
総
豊
三
、
に
象
対
を
人
る

教
が
士
理
心
床
臨
の
団
業
企
院

。
す
ま
い
て
し
施
実
を
談
相
育

日
曜
火
３
第
・
日
曜
水
１
第

日
曜
金
４
第

　
　
　
　

約
人
１

４５
分

　　

室
グ
ン
リ
セ
ン
ウ
カ
）
校
学　

校
学
小
・
園
稚
幼
・
所
育
保　

と
者
護
保
の
）
生
年
２
・
１
（　

員
教　

料
無　

要
必
が
約
予

　
　

　
　
　
　
　

☎
５４

－

３
０
０
９

　

研
療
治
患
疾
定
特
性
慢
児
小

を
活
生
常
日
、
で
童
児
る
い
て

る
あ
が
障
支
く
し
著
に
の
む
営

生
常
日
の
次
、
に
童
児
の
宅
在

。
す
ま
し
付
給
を
具
用
活

　

援
支
行
歩
／
台
寝
殊
特
／
器
便

殊
特
／
具
用
助
補
浴
入
／
具
用

す
い
車
／
器
換
変
位
体
／
器
尿

ん
た
式
気
電
／
帽
護
保
部
頭
／

　
　

係
祉
福
童
児
課
援
支
て
育
子

　
　
　
　
　

☎
２３

－

２
６
９
３

　

課
設
建

　☎
２３

－

５
３
９
３

　
　　

井
道
市
、
が
会
治
自
下
下
谷

。
た
し
ま
り
な
に
親
里

　

、
し
付
交
を
証
定
認
ら
か
市

し
ま
し
給
支
を
式
一
具
用
掃
清

。
た

と
当
手
者
害
障
別
特

請
申
の
当
手
祉
福
児
害
障　

　

談
相
育
教
て
育
子

付
給
を
具
用
活
生
常
日

目
品
付
給

　
　
　

付
交
を
証
定
認

料
用
使
道
水
下
と
金
料
道
水

で
ニ
ビ
ン
コ

　

す
ま
き
で
が
い
払
支

の
更
変
域
区
可
認
道
水
下

　
　
　
　
　
　

せ
ら
知
お

成
平

２３

税
車
動
自
軽
度
年

請
申
免
減
の
等
者
害
障
体
身

額
月

額
月

間
時
談
相
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局
務
事
員
委
査
監

　
　
　
　
　

☎
２３

－

７
４
９
３

　

第
条
９
９
１
第
法
治
自
方
地

監
期
定
き
づ
基
に
定
規
の
項
４

第
条
同
、
で
の
た
し
施
実
を
査

。
す
ま
し
表
公
り
よ
に
定
規
の
項
９

成
平

２３

月
３
年

１５
日 

　

員
委
査
監

　
　

伯
佐

　

男
文

　

員
委
査
監

　
　

橋
高

　

雄
照

間
期
査
監

　
成
平

２３

ら
か
日
７
月
２
年

　
　

成
平

２３

月
２
年

１６

で
ま
日

象
対
査
監

　

、
局
道
水
、
部
民
市
、
部
策
政　

校
学
小
立
市
、
部
育
教

点
意
留
の
査
監

　

行
執
の
務
事
る
す
関
に
務
財

適
き
づ
基
に
等
令
法
係
関
、
が

い
て
れ
わ
行
に
的
率
効
つ
か
正

監
政
行
、
き
置
を
点
重
に
か
る

ま
し
施
実
も
ら
か
点
観
な
的
査

。
た
し

果
結
の
査
監

　

務
事
に
び
ら
な
行
執
の
算
予

拠
準
に
等
令
法
係
関
、
は
理
処

に
正
適
ね
む
お
お
、
り
お
て
し

認
、
と
の
も
る
い
て
れ
さ
理
処

厳
も
と
後
今
。
た
し
ま
れ
ら
め

意
留
に
行
執
な
的
率
効
つ
か
正

結
の
査
監
、
に
も
と
と
る
れ
さ

検
、
し
付
を
等
見
意
る
よ
に
果

。
た
し
ま
し
望
要
旨
い
た
れ
さ
を
討

　

課
画
企

　☎
２３

－

７
１
９
３

　
　　

に
区
校
学
小
磐
常
は
し
と
こ

。
す
ま
い
行
を
練
訓
災
防
て
い
お

　
月
５

２８

）
土
（
日

　

１１
時
３０
分

　

場
動
運
校
学
小
磐
常

救
出
救
・
難
避
、
練
訓
報
広

防
水
、
練
訓
火
消
、
練
訓
助

、
練
訓
護
救
急
応
、
練
訓
法
工

 

）
り
あ
合
場
る
な
に
更
変
（

　

て
し
を
出
転
や
亡
死
に
で
す

要
必
、
ず
ら
わ
か
か
も
に
る
い

い
な
い
て
れ
わ
行
が
出
け
届
な

。
す
ま
い
て
し
生
発
が
例
事

　

戸
は
き
と
の
等
亡
死
や
生
出

・
出
転
・
入
転
、
出
け
届
の
籍

で
要
必
が
出
け
届
の
票
民
住
は

記
な
確
正
る
す
関
に
民
住
。
す

、
に
う
よ
る
れ
わ
行
に
正
適
が
録

届
ず
必
に
内
間
期
た
れ
ら
め
定

。
い
さ
だ
く
て
し
を
出
け

　

維
を
性
確
正
の
録
記
、
た
ま

な
の
者
三
第
、
や
と
こ
る
す
持

人
本
に
め
た
の
止
防
し
ま
す
り

身
ど
な
証
許
免
転
運
は
際
の
き

し
い
願
お
を
示
提
の
書
明
証
分

。
す
ま

　

係
民
市
課
民
市

　
　
　
　
　

☎
２３

－

４
２
９
３

　

す
ま
し
施
実
を
練
訓
災
防
市

種
各
る
係
に
票
民
住
・
籍
戸

い
さ
だ
く
て
し
ず
必
は
出
け
届

種　　類 届　出　期　間

出生届 生まれた日から１４日以内

死亡届
死亡の事実を知った日

から７日以内

転入・転居届 転入・転居した日から１４日以内

転出届
転出先・転出予定日が決まって

から１４日以内

果
結
の
査
監
期
定
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、
に
緒
一
と
間
仲
の
人
成
新

ど
な
営
運
の
日
当
や
画
企
の
式

る
れ
く
て
し
加
参
に
的
極
積
に

。
す

　

担
の
市
、
回
１
月
ら
か
月
８

方
施
実
や
容
内
の
式
人
成
、
い

。
す
ま
い
合
し
話
て
い
つ
に
法

　
　

課
習
学
涯
生

　
　
　
　
　

☎
２３

－
３
４
９
３

sh
o
u
g
a
k
u
@
c
ity
.k
a
n
o
n
ji.

lg
.jp　

な
あ
。
す
ま
し
集
募
を
人
る
れ

の
館
書
図
を
識
知
と
熱
情
の
た

。
い
さ
だ
く
て

、
理
修
・
理
整
の
誌
雑
や
書
図

本
絵
布
、
け
つ
り
飾
の
面
壁

、
化
美
の
外
館
・
内
館
、
り
作

ど
な
せ
か
聞
み
読　

は
た
ま
人
個
の
上
以
生
学
中　　

体
団
る
い　

館
書
図
浜
豊
・
原
野
大
・
央
中　

通
交
や
礼
謝
る
す
対
に
動
活

活
。
ん
せ
ま
り
あ
は
給
支
の
費

担
負
が
館
書
図
、
は
料
入
加
険

。
す
ま
し

　

け
付
け
受
時
随

　
　

館
書
図
央
中

　
　
　
　
　

☎
２３

－

０
６
９
３

　

や
事
仕
が
者
護
保
、
後
課
放

育
保
で
庭
家
、
に
め
た
の
気
病

児
い
な
き
で
が
と
こ
る
け
う
を

に
緒
一
と
員
導
指
、
中
間
期
み

く
て
し
を
育
保
の
ち
た
も
ど
子

。
す
ま
し
集
募
を
人
る
れ

月
７

２１

　
　
　
　
　

月
８

３１

）
水
（
日

で
務
勤
の
後
午
は
た
ま
前
午
（

関
の
ト
フ
シ
、
間
時
５
日
１

）
り
あ
更
変
り
よ
に
係

し
よ
か
な
南
（
室
教
６
内
市

室
教
し
よ
か
な
室
高
、
室
教

、

室
教
し
よ
か
な
磐
常

、

田
柞

室
教
し
よ
か
な

、

子
原
野
大

、

浜
豊

）
室
教
じ
に

好
が
も
ど
子
で
上
以
生
校
高

し
ざ
め
を
士
育
保
、
人
な
き

）
問
不
齢
年
（
ど
な
人
る
い
て　２０

度
程
人

書
歴
履　

月
５

３１

で
ま
）
火
（
日

　

課
習
学
涯
生

　
　
　
　

☎
２３

－

３
４
９
３

　

☎
課
光
観
工
商

２３

－

３
３
９
３

　

０
０
２
約
、
で
内
構
駅
浜
豊

り
誇
き
咲
が
花
の
ジ
ツ
ツ
の
株

午
（血
献
は
で
場
広
前
駅
。
す
ま

が
会
大
き
つ
ち
も
、
売
販
の
魚

。
す
ま
れ
わ
行

　　

場
広
前
駅
浜
豊
Ｒ
Ｊ成

平

２３

語
標
度
年

で
い
お
で
い
お

　

よ
う
ぼ
遊
に
緒
一
で
な
ん
み

す
ま
し
集
募

後
課
放
の
中
間
期
み
休
夏

集
募
員
導
指
ブ
ラ
ク
童
児

り
祭
じ
つ
つ
駅
浜
豊

　

、
て
せ
わ
合
に
間
週
祉
福
童
児

の
内
市

１１

親
の
）
園
（
所
育
保

保
る
す
を
戯
遊
や
技
競
、
が
子

。
す
ま
し
催
開
を
り
つ
ま
育

　
月
５

１１

前
午
）
水
（
日

１０

　

館
育
体
合
総
立
市　

係
所
育
保
課
援
支
て
育
子

　
　
　
　
　

☎
２３

－

２
６
９
３

　

林
松
な
切
大
、
は
で
市
と
県

る
守
ら
か
害
被
の
虫
い
く
松
を

の
域
地
や
体
団
係
関
、
に
め
た

園
公
弾
琴
、
で
力
協
の
ん
さ
皆

公
宮
の
一
、
山
寺
昌
興
や
辺
周

て
し
を
布
散
上
地
の
剤
薬
で
園

。
す
ま
い

　

立
に
内
域
区
布
散
は
中
布
散

だ
く
て
し
に
う
よ
い
な
ら
入
ち

力
協
と
解
理
の
ん
さ
皆
。
い
さ

。
す
ま
し
い
願
お
を

間
期
布
散

　

看
て
立
に
地
現
、
は
日
施
実

し
せ
ら
知
お
て
て
立
を
ど
な
板

。
す
ま

　

課
光
観
工
商

　
　
　
　
　

☎
２３

－

３
３
９
３

除
防
剤
薬
虫
い
く
松

せ
ら
知
お
の）
布
散
上
地
（

月
５

１１

２０

）
金
（日

等
酬
報

１１
日

　
　
　

間
週
祉
福
童
児

り
つ
ま
育
保

春
の

動
運
全
安
通
交
国
全

○○
　
○○

」
止
防
故
事
通
交
の
者
齢
高
と
も
ど
子
「

月
５

２０

」
日
す
指
目
を
ロ
ゼ
死
故
事
通
交
「
は
日

係
活
生
民
市
課
民
市

　☎
２３

－

４
２
９
３
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人
１
族
遺
の
位
順
先
る
よ
に
番

。
す
ま
し
給
支
を
金
慰
弔
別
特
に

成
平
１

２１

に
で
ま
日
１
月
４
年

 

援
等
族
遺
者
没
戦
者
病
傷
戦
「

受
の
金
慰
弔
る
よ
に
」
法
護

人
る
あ
が
権
給

子
の
ど
な
者
没
戦
２

孫
②
母
父
①
の
ど
な
者
没
戦
３

 

妹
姉
弟
兄
④
母
父
祖
③　

あ
が
係
関
計
生
と
等
者
没
戦

２１
年て

い
て
し
姻
婚
に
日
１
月
４

の
外
以
族
遺
に
日
同
は
た
ま

な
い
て
し
を
組
縁
子
養
と
人

。
す
ま
り
限
に
人
い

　
ど
な
者
没
戦
の
外
以
３
記
右
４

④
母
父
祖
③
孫
②
母
父
①
の

妹
姉
弟
兄　

計
生
と
ど
な
者
没
戦
や
人
た

人
い
な
し
当
該

族
親
の
内
等
親
三
の
ど
な　

続
き
引
で
ま
亡
死
の
者
没
戦

が
係
関
計
生
の
上
以
年
一
き　

面
額

２４

還
償
年
６
で
円
万

　

　

債
国
名
記
の
）
円
万
４
間
年
（　

成
平

２４

で
ま
日
２
月
４
年

　

係
祉
福
者
齢
高
課
護
介
齢
高

　
　
　
　
　

☎
２３

－

８
６
９
３

　

　
　
　
　
　

☎
２５

－

１
５
２
４

 

　

で
地
災
被
の
災
震
大
本
日
東

勇
と
気
元
う
か
向
に
興
復
、
は

芽
の
ん
さ
く
た
、
ら
か
種
の
気

。
す
ま
い
て
き
て
出
が

　
成
平

２２

子
「
で
府
閣
内
、
度
年

」
策
施
援
支
成
育
者
若
・
も
ど

度
年
本
。
た
し
ま
れ
さ
定
策
が

観
成
育
年
少
青
て
け
受
を
れ
そ

を
代
次
、
は
で
議
会
民
市
寺
音

健
が
ち
た
者
若
や
も
ど
子
う
担

員
一
の
会
社
、
し
長
成
に
か
や

子
「
う
よ
る
き
で
躍
活
て
し
と

え
支
を
」
立
自
の
者
若
・
も
ど

、
え
考
を
割
役
の
て
し
と
人
大
る

。
す
ま
い
行
を
発
啓
践
実

　

カ
１
や
は
り
ま
始
が
度
年
新

学
は
ち
た
者
若
や
も
ど
子
、
月

い
会
出
な
た
新
の
で
場
職
や
校

仲
、
ら
が
な
せ
ま
ず
は
を
心
に

。
す
ま
い
て
し
と
う
ろ
く
つ
を
間

と
段
手
の
り
く
づ
間
仲
、
た
ま

携
が
ち
た
も
ど
子
の
く
多
て
し

。
す
ま
い
て
し
に
手
を
話
電
帯

ま
生
、
は
ち
た
も
ど
子
の
代
現

年
近
、
が
す
ま
い
て
き
生
で
中

が
題
問
て
い
つ
に
用
使
の
イ
タ

な
ま
ざ
ま
さ
。
す
ま
い
て
き
起

自
、
り
守
を
も
ど
子
ら
か
題
問

め
た
う
使
を
話
電
帯
携
て
し
立

を
気
に
と
こ
な
う
よ
の
次
、
に○○

と
こ
つ
持
を
的
目

○

る
き
で
が
制
自
と
張
主
己
自　

と
こ

○

と
こ
つ
持
を
任
責　

た
持
を
話
電
帯
携
に
も
ど
子

や
況
状
の
庭
家
、
は
き
と
る
せ

談
相
の
者
若
・
も
ど
子

　
　
　
　
　

☎
２３

－

０
０
９
０

　

 

　
成
平

１７

平
ら
か
日
１
月
４
年

成
２１

月
３
年

３１

務
公
に
間
の
日

受
を
ど
な
金
年
族
遺
や
料
助
扶

ど
な
る
な
く
亡
が
人
た
い
て
け

成
平
、
し

２１

在
現
日
１
月
４
年

す
給
受
を
ど
な
料
助
扶
務
公
で

順
の
次
、
合
場
い
な
い
が
人
る

立
自
の
者
若
や
も
ど
子

　

係
工
商
課
光
観
工
商

　
　
　
　
　

☎
２３

－

３
３
９
３

　

を
り
か
は
、
で
明
証
や
引
取

ご
年
２
で
法
量
計
、
は
人
う
使

ら
け
付
務
義
が
査
検
期
定
の
と

、
で
程
日
の
表
左
。
す
ま
い
て
れ

す
ま
し
を
査
検
期
定
の
り
か
は

検
ず
必
は
人
る
す
当
該
、
で
の

。
い
さ
だ
く
て
け
受
を
査

（単位：トン）

種　類 平成２２年 平成２３年 増　減

可燃ごみ 1,018.95 948.14 △ 70.81

新　　聞 34.90 30.85 △ 4.05

雑誌・ざつ紙 36.94 46.83 9.89

段ボール 18.87 19.87 1.00

給
支
の
金
慰
弔
別
特
回
９
第

査
検
期
定
の
り
か
は

　

 

　
月
５

１４

）
土
（
日

　

校
学
小
谷
ノ
一　

月
５

１５

）
日
（
日

　

小
磐
常
／
校
学
小
東
寺
音
観　

野
大
／
校
学
小
田
柞
／
校
学　

校
学
小
原
萩
／
校
学
小
原　

月
５

１９

）
木
（
日

　

校
学
中
・
小
吹
伊　

月
５

２２

）
日
（
日

　

校
学
小
田
豊
／
校
学
小
室
高　

校
学
小
伊
紀
／
校
学
小
井
粟
／　

月
５

２９

）
日
（
日

　

校
学
小
南
寺
音
観

定
予
収
回
品
廃
・
源
資ごみの収集状況（３月）

日　　時 場　　所

５／２４日㈫ １３：００～１６：００ 伊吹丸事務所

６／７日㈫・８日㈬ １０：００～１５：００ 豊浜支所

　　９日㈭ １０：００～１５：００ 柞田公民館

　  １３日㈪ １０：００～１５：００ 市民会館大ホール前駐車場

    １４日㈫ １０：００～１４：００ 一ノ谷総合コミュニティセンター

日０２・㈭日６１・㈬日５１ ㈪ １０：００～１５：００ 市民会館大ホール前駐車場

　  ２１日㈫ １０：００～１５：００ 大野原中央集会場

　  ２２日㈬ １０：００～１５：００ 市民会館大ホール前駐車場
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改
と
防
予
の
病
慣
習
活
生
や
ム

施
実
を
査
診
康
健
に
め
た
の
善

。
す
ま
し

　

券
診
受
に
者
象
対
に
末
月
５

し
認
確
を
容
内
。
す
ま
り
送
を

。
い
さ
だ
く
て
し
診
受
て

　

１０
月
３１

診
の
日

　

内
間
時
療　

関
機
療
医
る
す
定
指
が
市

　

せ
わ
合
見
、
降
以
日
４
月
３

日
１
月
４
を
種
接
防
予
た
い
て

ブ
ヒ
。
す
ま
い
て
し
開
再
ら
か

炎
肺
用
児
小
び
よ
お
ン
チ
ク
ワ

任
は
種
接
防
予
ン
チ
ク
ワ
菌
球

月
の
始
開
種
接
。
す
で
種
接
意

す
ま
り
な
異
が
数
回
種
接
で
齢

。
い
さ
だ
く
て
し
意
注
、
で
の

　

。
い
さ
だ
く
て
せ
わ
合
い
問
に

　

　
　
　
　
　

☎
２３

－

４
６
９
３

　

日
の
表
下
を
診
検
ん
が
の
春

込
し
申
だ
ま
。
す
ま
い
行
で
程

せ
わ
合
い
問
は
人
い
な
い
で
ん

。
い
さ
だ
く
て

　

が
乳
、
ん
が
宮
子
、
ん
が
胃　

腸
大
、
ん
が
肺
・
核
結
、
ん　

ん
が　

２０

上
以
歳

　

、
ん
が
肺
、
ん
が
乳
、
ん
が
胃　

４０

上
以
歳

　

６５

上
以
歳

　

年
２
は
ん
が
乳
、
ん
が
宮
子

　

成
平
。
す
で
診
検
の
度
一
に　２２

象
対
は
人
た
け
受
に
度
年

　

。
ん
せ
ま
り
な
に　

　
　
　
　
　

☎
２３

－

４
６
９
３

　

の
Ａ
Ｓ
Ｐ
、
で
血
採
の
量
少

。
す
で
査
検
な
単
簡
る
べ
調
を
値

高
期
後
と
査
診
康
健
定
特
保
国

封
同
に
内
案
の
査
診
康
健
者
齢

、
て
し
参
持
を
票
診
受
る
い
て
し

く
て
し
診
受
で
関
機
療
医
定
指

。
い
さ
だ

５０

性
男
の
上
以
歳

齢
高
期
後
・
険
保
康
健
民
国

に
人
の
外
以
者
入
加
険
保
者

。
ん
せ
ま
き
届
が
票
診
受
は

タ
ン
セ
健
保
は
人
る
す
望
希

　

　
　
　
　
　

☎
２３

－

４
６
９
３

　

受
に
時
同
も
診
検
ん
が
腸
大　

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
け

査
診
康
健
定
特
保
国

　

で
在
現
日
１
月
４

４０

７４

　

者
入
加
保
国
の
歳　

し
入
加
、
は
人
の
外
以
保
国　

い
問
に
者
険
保
療
医
る
い
て　

。
い
さ
だ
く
て
せ
わ
合

査
診
康
健
者
齢
高
期
後

　

を
格
資
の
療
医
者
齢
高
期
後　　

　
　
　
　
　

☎
２３

－

４
６
９
３

び
よ
お
ン
チ
ク
ワ
ブ
ヒ

ン
チ
ク
ワ
菌
球
炎
肺
用
児
小　

　

開
再
の
種
接
防
予

成
平

２３

診
検
ん
が
度
年

・
査
診
康
健
定
特
保
国

査
診
康
健
者
齢
高
期
後

診
検
ん
が
腺
立
前受　付　日　時 種　　類 場　　　所

６日（金）　８：３０～１０：００

胃がん

豊田公民館

１０日（火）　８：３０～１０：００ 柞田公民館

１１日（水）　８：３０～１０：００ 柞田公民館

１２日（木）　８：３０～１０：００
一ノ谷総合コミュニ
ティセンター

１３日（金）　８：３０～１０：００ 高室公民館

１６日（月）

　９：３０～１０：３０

肺がん

南町自治会館

１１：００～１２：００ 瀬戸自治会館

１３：３０～１５：００ 中州町医師会館

１７日（火）

　９：３０～１０：４０
木之郷コミュニティ
センター

１１：００～１１：３０ 八丁自治会館

１３：３０～１５：３０ 保健センター

１８日（水）

　９：３０～１０：００ 高樋公民館

１０：３０～１２：００
一ノ谷総合コミュニ
ティセンター

１３：３０～１４：３０ 吉岡町自治会館

１５：００～１５：４０ 流岡公民館

１９日（木）

　９：３０～１０：３０ 観音寺西公民館

１１：００～１１：４０ 老人憩の家

１３：３０～１５：３０ 柞田公民館

２０日（金）
　９：３０～１１：００

保健センター
１３：３０～１５：００

２４日（火）
１４：００～１６：００ 肺がん

伊吹町北浦港
（巡回船）

１４：００～１６：００ 乳がん（超音波）

２５日（水）

　７：００～１０：００ 胃がん

　７：００～１０：００ 乳がん（超音波）

　８：３０～１０：００ 胃がん

豊浜福祉会館
　８：３０～　９：３０ 乳がん

　８：３０～１０：３０ 大腸がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

２６日（木）

　８：３０～１０：００ 胃がん

豊浜福祉会館
　８：３０～　９：３０ 乳がん

　８：３０～１０：３０ 大腸がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

２７日（金）

　８：３０～１０：００ 胃がん

豊浜福祉会館
　８：３０～　９：３０ 乳がん

　８：３０～１０：３０ 大腸がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

３０日（月）

　８：３０～１０：００ 胃がん

豊浜福祉会館　８：３０～　９：３０ 乳がん

　８：３０～１０：３０ 大腸がん

がん検診５月の日程表
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ス ポ ー ツ 行 事

　５
月
１
日
（
日
）

　午
前
９
時
～
午
後
２
時

　Ｊ
Ｒ
豊
浜
駅

　須
賀
自
治
会
青
年
会

　観
音
寺
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　５
月
１３
日
（
金
）

　午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

　観
音
寺
市
役
所
ロ
ビ
ー

　観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
お
願
い

　安
全
な
輸
血
を
す
る
た
め
、

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
は
だ
し
で
有
明
浜
を
歩
こ
う
」

　
　

　５
月
１７
日
（
火
）
午
後
１
時
３０

　分
～
午
後
３
時
３０
分

　有
明
グ
ラ
ウ
ン
ド
休
憩
所

　ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
約
３
㎞
）
、

　珍
し
い
海
浜
植
物
の
観
察
や
話

　飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

　履
物
を
入
れ
る
袋
、「
ふ
る
里

　探
検
隊
」
の
冊
子
（
持
っ
て

　い
な
い
人
は
当
日
渡
し
ま
す
）

　５
月
１３
日
（
金
）
ま
で

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　魚
の
下
ご
し
ら
え
か
ら
始
め

ま
す
。
簡
単
に
で
き
る
ち
ょ
っ

と
し
た
コ
ツ
も
紹
介
し
ま
す
。

　５
月
１３
日
（
金
）

　午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

　大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　５
月
１６
日
（
月
）

　午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

　豊
浜
福
祉
会
館

　５
月
１７
日
（
火
）

　午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

　保
健
セ
ン
タ
ー

　１
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　角
巾

　各
教
室
１
週
間
前
ま
で

　３０
人

　（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　
食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

テ
ー
マ
／
抗
酸
化
食
品
で
ア
ン

　チ
エ
イ
ジ
ン
グ

　５
月
１３
日
（
金
）

　午
後
２
時
～
午
後
３
時
３０
分

　健
康
講
座
＝
知
っ
て
得
す
る
！

　認
知
症
の
予
防
法
と
認
知
症

　の
方
と
の
具
体
的
な
接
し
方

　／
認
知
症
の
テ
ス
ト
に
挑
戦

　し
て
み
よ
う

　５
月
２７
日
（
金
）

　午
前
１０
時
～
正
午

　調
理
実
習
「
赤
・
黄
・
緑
、

　彩
り
満
点
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
」

　実
費
６
０
０
円

腎
臓
病
教
室

テ
ー
マ
／
腎
臓
の
検
査
に
つ
い

　て
／
腎
臓
病
食
の
基
本
に
つ

　い
て

　５
月
１９
日
（
木
）

　午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

夜
間
糖
尿
病
教
室

テ
ー
マ
／
イ
ン
ス
リ
ン
注
射

　５
月
１２
日
（
木
）

　午
後
６
時
～
午
後
７
時

　１０
人

　各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　
　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

５２

−

２
７
２
６

　６
月
５
日
（
日
）

　午
前
８
時
３０
分
か
ら

　観
音
寺
南
小
学
校
体
育
館

　市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

　５０
人

献
血
の
お
知
ら
せ

　ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
な
わ
と
び
、

　フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど

　無
料

　体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
な
わ
と

　び
、
タ
オ
ル
な
ど

　５
月
２７
日
（
金
）
ま
で

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

　５
月
２７
日
（
金
）
午
後
９
時
出
発

　～
２９
日
（
日
）
午
後
７
時
帰
着

　大
分
県
・
久
住
山

　大
人

　３
２
、
０
０
０
円

　子
ど
も
３
０
、
０
０
０
円

　４０
人
（
先
着
順
）

　観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

　　６
月
の
毎
週
土
曜
日

　午
後
８
時
～
午
後
９
時

　豊
浜
中
学
校
体
育
館

　体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

　飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

　無
料

　５
月
３１
日
（
火
）
ま
で

　観
音
寺
市
体
育
協
会

　
　教
育
委
員
会
豊
浜
分
室

　
　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
３

参
加
者
募
集

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

健
康
づ
く
り

ふ
る
里
探
検
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

男
性
料
理
教
室

参
加
者
募
集　

健
康
づ
く
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

バ
ス
登
山　

参
加
者
募
集

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

月　日 行　　　　　事

５／１１
第６回保育まつり
１０：００～／市立総合体育館

１５
第６回観音寺市障害者スポーツ大会
９：００～／市立総合体育館

２２

香川県バウンドテニス協会理事長杯
９：００～／市立総合体育館

全国小学生バレーボール大会三観予選
８：３０～／県立三豊体育館

２６
第２６回三観広域ゲートボール大会
８：３０～／総合運動公園

２８
三観地区中学校春季陸上競技大会
９：００～／総合運動公園

２９
第６回市スポーツ少年団交流体育祭
８：３０～／市立総合体育館

６／４
観音寺市中学校軟式野球大会
８：００～／総合運動公園

５

平成２３年度地区別町別女子ソフトボール大会
９：００～／総合運動公園

第５１回香川県高等学校総合体育大会（新体操）
８：３０～／市立総合体育館

５・１２・
１９・２６

平成２３年度会長旗争奪軟式野球大会
９：００～／総合運動公園
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図書館だよりLibrary News

休館日　　中央・大野原・豊浜図書館　　２・９・１６・２３・３０日

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

　　　　　 大野原図書館行事予定
★おはなし会
★古典文学講座

14日（土）　午後２時〜午後３時
21日（土）　午前９時30分〜午前１１時30分

 豊浜図書館行事予定
★工作教室

★おはなし会

★読み聞かせにおすすめユニーク絵本の展示

 7日（土）　午後１時30分〜午後２時30分
　　　　　風鈴をつくろう！
21日（土）　午後１時30分〜午後２時
　　　　　大型絵本「からすのパンやさん」ほか

５月１２日（木）まで

「春らんまん　花めぐり」コーナー

「１Ｑ８４」１巻～３巻
著：村上春樹　出版：大活字文庫

文字が大きく読みやすい大活字本です。

 

さまざまな花が咲き乱れる季節です。
春を満喫しませんか。

今月のおすすめ本

 7日（土）　　午後１時30分〜午後２時10分
28日（土）　午後１時30分〜午後２時10分
 7日（土）　　午前１０時〜午前１１時30分
20日（金）　午後１時30分〜
　　　　　丸谷才一著　袖のボタン（朝日文庫）　

★おはなし会

★カルタであそぼう！
★つぼみ愛書会５月例会

中央図書館行事予定

今月の人口
（４月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

63,706 人

30,635 人

33,071 人

23,429 世帯

　８
・
１５
・
２２
・
２９
日

　愛
和
保
育
園

　９
カ
月
児
か
ら
就
学
前
ま
で

　の
乳
幼
児

　３
歳
児
未
満
３
、
０
０
０
円
／
日

　３
歳
児
以
上
２
、
０
０
０
円
／
日

　１
週
間
前
ま
で

　愛
和
保
育
園

　
　
　
　
　☎

２７

−

７
４
４
０

　南
消
防
署
第
一
分
署
と
北
消

防
署
第
二
分
署
は
、
庁
舎
耐
震

補
強
工
事
に
伴
い
、
仮
庁
舎
へ

一
時
移
転
し
ま
す
。

　６
月
～
１０
月
（
予
定
）

南
消
防
署
第
一
分
署
仮
庁
舎

　豊
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ

　ン
タ
ー
（
市
役
所
豊
浜
支
所

　敷
地
内
）
☎
５２

−

２
１
１
９

北
消
防
署
第
二
分
署
仮
庁
舎

　三
観
広
域
行
政
組
合
ク
リ
ー

　ン
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　☎

６３

−

２
１
１
９

　消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
７
０

　

　登
記
相
談
や
法
律
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
３０
分
間
、

無
料
で
相
談
に
乗
り
ま
す
。

毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
後

丸
亀
市
民
会
館

予
約
が
必
要

　香
川
県
司
法
書
士
会

　☎
０
８
７

−

８
２
１

−

５
７
０
１

　交
通
事
故
や
金
銭
貸
借
、
境

界
、
離
婚
、
相
続
な
ど
の
問
題

で
困
っ
て
い
る
人
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
調
停
委
員
が
相
談

に
乗
り
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。　５

月
１８
日
（
水
）

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　仁
尾
町
総
合
文
化
会
館

 

（
三
豊
市
仁
尾
町
仁
尾
）

　観
音
寺
調
停
協
会

　
　
　
　
　☎

２５

−

３
４
６
７

　５
月
１１
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

　分
～
午
後
３
時
３
０
分

　三
豊
合
同
庁
舎
１
階
会
議
室

　Ｄ
Ｖ
Ｄ
学
習
「
ひ
き
こ
も
る

　心
と
向
き
合
う
に
は
」
／
グ

　ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　保
健
所
相
談
員
、
保
健
師

　子
ど
も
が
１５
歳
以
上
の
、
ひ

　き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
家

　族
な
ど

　無
料

　初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
事

　前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　保
健
対
策
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

　５
月
１８
日
（
水
）
～
２０
日
（
金
）

　午
後
１
時
～
午
後
４
時

　５
月
１７
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

　セ
ン
タ
ー
相
談
室

　新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

　る
人
お
よ
び
就
農
５
年
以
内

　の
農
業
者

　
　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

　及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

日
曜
保
育

ひ
き
こ
も
り
親
の
集
い

香
川
県
司
法
書
士

　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

無
料
調
停
相
談
会

消
防
庁
舎
が
一
時
移
転
し
ま
す

就
農
相
談
窓
口
の
設
置
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津
波
に
対
す
る
心
構
え

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１１日（水）・２５日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

士が相談に乗る

人権相談　☎２３−３９２８　 観音寺　 １３日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１２日（木）午前

　１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜 １０

日（火）午前１０時～午後３時　豊浜福祉会館老人談話室
年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　　１８日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年
金事務所の相談員が相談に乗る　要予約　日本年金機
構善通寺年金事務所

家庭児童相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家庭児童
相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　 　１１日（水）午後１時３０分～午後
５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相
談員が相談に乗る　要予約

行政相談　☎２３−３９１５　 　２０日（金）午後１時３０分～午後
４時　働く婦人の家

家事手続案内　☎２５−２６１９　　 土・日、祝日を除く毎日
午前９時～午前１１時３０分、午後１時～午後４時３０分
　高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎２５−７７７３　　 相談は先着１２人　１０日（火）・
２４日（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれ
あい相談室　弁護士が相談に乗る

心配ごと相談　大野原☎５４−５７１４ 　１９日（木）午前１０時～
正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　１０日

（火）・１７日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館老人娯
楽室

ふれあい福祉相談　☎２５−７７７３　 　土・日、祝日、法律
相談日を除く毎日午後１時～午後３時　社会福祉セン
ターふれあい相談室　相談員があらゆる相談に乗る

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　  １２日（木）・１９日（木）午前
１０時～正午  　社会福祉センター身障者会議室／大野原
☎５４−５７００　　１２日（木）午前１０時～正午　 大野原いきい
きセンター会議室／豊浜☎５２−１２００ 　相談員が電話で受
付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　
　６日（金）午前９時３０分～午後５時　観音寺市中央公
民館２階会議室　就職相談など　１５歳～おおむね３９歳
の人とその家族　無料

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝日を
除く毎日午前９時～午後４時　社会福祉協議会

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日、祝日を
除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　２２日（日）午前１０時～午
後４時　大野原いきいきセンター

市長相談　☎２３−３９１５　 　随時受け付け　要予約

時
所 講

時
所 時

所 時
所

時
所 講

申

時
所

時
所

時
所 講

時
所

時

所
数 時

所
講

時
所 時

所

時
所

時
所

時 所
内 対
料

時

時
所

所
時

所
受 

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

3
31

火
災

救
急

６
８
５
件

９
件

講

時 所

○

海
岸
・
河
川
敷
か
ら
離
れ
て
、

山
側
や
よ
り
高
い
場
所
へ
避

難
す
る
。
自
動
車
に
は
乗
ら

な
い
で
歩
い
て
避
難
す
る
。

○

津
波
は
、
繰
り
返
し
襲
っ
て

く
る
の
で
、
津
波
警
報
や
注

意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
、

海
岸
や
河
川
敷
に
近
づ
か
な

い
。

　

　　
火
災

救
急

３月１日～３１日（敬称略）

香典返し

藤井　賢一＝

合田　亟　＝

合田　準　＝

石井　昭夫＝

西野　豊　＝

福田　秀康＝

秋山利行・基文＝

新 田 町

観音寺町

出 作 町

新 田 町

大野原町中姫

伊 吹 町

柞 田 町

　津
波
は
地
震
発
生
に
伴
い
、

突
発
的
に
襲
っ
て
き
ま
す
。
海

の
近
く
に
い
る
と
き
、
ど
の
よ

う
な
行
動
が
必
要
か
を
知
っ
て

お
く
こ
と
は
、
自
分
や
家
族
の

命
を
守
る
た
め
に
大
変
重
要
で

す
。　常

日
ご
ろ
か
ら
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
次
の
よ
う
な
行
動
が

で
き
る
よ
う
心
の
準
備
を
し
て
、

津
波
の
被
害
か
ら
身
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

○

海
岸
・
河
川
敷
周
辺
で
、
強

い
地
震
や
長
時
間
（
１
分
以

上
）
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
避
難
す
る
。

○

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
情
報
を

も
と
に
、
す
ぐ
に
避
難
す
る
。

○

市
職
員
・
消
防
職
員
・
警
察

官
か
ら
の
指
示
や
、
サ
イ
レ

ン
・
広
報
車
に
よ
る
避
難
勧

告
や
指
示
が
あ
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
避
難
す
る
。

一般寄付

観音寺支部 青壮年部

㈱讃岐物産

市社会福祉課

５月の納税

軽自動車税（全期）
納期限　５月31日（火）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用して�ください。

福田三知子＝

松浦　寛　＝

豊浜町和田

茂西町二丁目
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５

５

月

１０　　   １１　　 １２

武雄競輪S級シリーズ
場外

宇都宮競輪開設62周年記念
場外

６　　７　　８　　９ 　金 月日

２１　２２ 　２３　２４　２６　２７　２８　２９　３０　３１　６/１

　　豊橋競輪開場62周年記念
場外 　　平塚競輪開設61周年記念

場外

水土 火月

別府競輪開設61周年記念
場外

１　 　２ 日 月

ＳＳシリーズ風光る（松戸競輪）
場外

３　　４　　５祝 祝祝

１８　　   １９　　 ２０水 木 金

小松島競輪S級シリーズ
場外

第58回全日本プロ選手権
自転車競技大会記念競輪（防府競輪）

場外

土１４　　１５日

日

育児相談

あぶあぶひろば

３カ月児健診

いき ぴよぴよクラブ
9:30～11:30

ふれあい広場

3 歳児健診

若返り教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

いき はつらつ会

もぐもぐレッスン

　　

9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

ふれ

育児相談

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

ふれあい広場

若返り教室

さわやか栄養教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 13:00

ふれ

いき はつらつ会

1 歳６カ月児健診

健康栄養相談

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:30 ～ 11:00

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

14:00 ～ 14:30

はつらつ会

ひまわりの会
9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 16:00

いき ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

筋力つけんな〜教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00
ふれ

健康栄養相談

10 カ月児相談

ぴよぴよクラブ

  茶話会

シニアエアロビクス

9:30～11:00

13:30～14:00

9:30～11:30

10:00～12:00

13:30～15:00

健康栄養相談

ふれあい広場

1 歳６カ月児健診

のびのび教室

9:30～11:00

9:30～11:30

13:30～14:15

13:30～15:00

ふれ

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

あぶあぶひろば
10:00 ～ 12:00

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
火～日曜日（祝日休み）
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

保

共福

いき

いき

富田内科医院

高田歯科クリニック

小松薬局

第健調剤薬局

柞田町　☎24－0180

柞田町　☎23－2355

本大町　☎25－0116

豊浜町　☎56－3477

医

歯

薬

いき

豊福

国土外科医院

向井歯科医院

ケイ・アイ薬局

古川町　☎25－0290

財田町　☎67－2416

豊浜町　☎52－1818

医

歯

薬

クリニック池田

黒田歯科医院

ファーマシィ観音寺薬局

姫浜調剤薬局　

植田町　☎23－1500

観音寺町（駅通）☎25－3671

植田町　☎57－6860

豊浜町　☎52－1733

医

歯

薬

（旧観音寺市 H23年 2月生まれ）
保

河田病院

三宅歯科医院

快生堂茂木調剤薬局

ひまわり調剤薬局三豊

茂木町　☎25－3668

山本町　☎63－8500

茂木町　☎57－5117

豊浜町　☎52－5100

医

歯

薬

保

いきいき

ほっと相談

あぶあぶひろば

ポリオ

9:30～11:00

10:00～12:00

13:30～14:30

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

市役所ロビー

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 16:00
愛 常

いき

ふれ

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

いき

保

豊福

いき

保

保

市４

医
歯

薬
保
いき
ふれ
豊福

共福
常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
常磐総合コミュニティセンター
市民会館第4会議室

愛育会行事

市 4

小林整形外科医院

たくま歯科医院

快生堂くにた調剤薬局

第健調剤薬局

豊浜駅 9:00～14:00

柞田町　☎25－7311

三野町　☎73－5581

柞田町　☎24－1339

豊浜町　☎56－3477

医

歯

薬

献血

骨密度測定　　

あぶあぶひろば
9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

保 要予約 久保外科整形外科医院

ひまわり調剤薬局くにた

ひまわり調剤薬局三豊

柞田町　☎25－5515

柞田町　☎56－0050

豊浜町　☎52－5100

医

薬

小山医院

快生堂薬局本店

ケイ・アイ薬局

村黒町　☎25－2354

観音寺町（駅通）☎25－3606

豊浜町　☎52－1818

医

薬

クニタクリニック

スター薬局柞田店

快生堂豊浜調剤薬局

柞田町　☎25－1577

柞田町　☎56－1280

豊浜町　☎56－3260

医

薬

（旧観音寺市 H22年 7月生まれ）

（旧観音寺市 H21年10月生まれ）
献血

プレママ広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

10:00 ～ 12:00

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00
いき

保

（旧観音寺市 H19 年10月生まれ） （ 大 野 原 町・ 豊 浜 町
H21年 9月10月生まれ）

豊福

（ 大 野 原 町・ 豊 浜 町
H23年1月2 月生まれ）

いき

ふれ

保

　丸山古墳は平成１０年度、

１１年度に発掘調査が実施

され、石
せきしつ

室幅約３.７ｍの

大型の横穴式石室と確認

されました。

　築造されたのは５世紀の中ごろ。中四国、畿
き な い

内でも初期の

横穴式石室の中では最も古いものの一つだということが分か

りました。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

丸山古墳①（室本町）

▲石室と石棺（中央）

日程について�は、変更になる場合があります。

土 火 水 木

木 金 土 日 月 火

第２回ＦⅡ
四国新聞社杯争奪戦

市内の古墳を
紹介します




